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門
要
約
一
　
カ
ラ
ー
ド
は
今
日
の
南
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
、
他
国
の
よ
う
に
有
色
人
種
の
総
称
で
は
な
く
、
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
周
辺
の
先
住
民
、
解
放
奴
隷
、

混
血
の
人
々
を
意
味
す
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
人
々
に
と
っ
て
の
一
九
二
、
三
〇
年
代
の
意
味
を
探
る
。
二
〇
世
紀
最
初
の
二
〇
年
、
レ
イ
シ
ズ
ム
の
高

ま
り
は
カ
ラ
ー
ド
を
白
人
と
ア
フ
リ
カ
人
の
中
間
に
お
い
た
が
、
一
方
で
は
カ
ラ
ー
ド
の
白
人
化
も
進
行
し
た
。
こ
う
し
た
事
態
に
直
面
し
て
、
カ
ラ
ー

ド
の
エ
リ
ー
ト
層
は
と
く
に
三
〇
年
代
、
自
己
の
歴
史
を
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
明
確
化
を
図
る
。
し
か
し
、
オ
ラ
ン
ダ
系
／
ボ
ー

ア
人
の
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
政
権
に
よ
る
経
済
的
、
政
治
的
圧
迫
が
高
ま
る
な
か
で
、
白
人
と
の
手
鑓
性
の
主
張
も
一
層
重
要
に
な
っ
て

い
た
。
そ
こ
で
、
カ
ラ
ー
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
入
協
議
会
な
ど
に
参
加
し
た
イ
ギ
リ
ス
系
の
リ
ベ
ラ
ル
派
の
歴
史
家
が
　
定
の
役
割
を
担
う
。
リ
ベ
ラ
ル
派

は
、
カ
ラ
ー
ド
の
「
文
明
性
」
に
白
人
と
の
共
通
項
、
ア
フ
リ
カ
人
に
た
い
す
る
優
越
の
根
拠
を
求
め
、
広
く
影
響
を
与
え
て
い
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
九
四
巻
一
号
　
二
〇
一
一
年
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

民
族
、
な
い
し
人
種
の
概
念
は
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
植
民
地
支
配
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
う
え
で
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
は
こ
う
し
た
概
念
を
用
い
て
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
た
い
す
る
社
会
的
優
位
を
保
と
う
と
し
た
。
そ
こ
で
は
、
民
族
、
人
種
の
違
い
が
階
級

の
違
い
、
市
民
的
権
利
の
有
無
を
意
味
し
、
た
と
え
ば
女
性
も
「
白
人
」
か
「
非
白
人
」
か
な
ど
に
よ
っ
て
境
遇
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
と
な
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つ
た
。
つ
ま
り
、
植
民
地
支
配
に
お
い
て
は
し
ば
し
ば
、
民
族
、
人
種
が

階
級
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
と
同
義
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
よ
り
優
先
し
た
。

　
一
九
四
八
年
に
は
じ
ま
っ
た
南
ア
フ
リ
カ
の
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
も
、
基

本
的
に
は
同
じ
構
造
を
も
つ
。
こ
の
時
期
、
南
ア
フ
リ
カ
は
す
で
に
イ
ギ

リ
ス
帝
国
の
自
治
領
で
あ
り
、
狭
義
の
植
民
地
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

同
年
に
政
権
を
獲
得
し
た
ア
フ
リ
カ
！
ナ
（
オ
ラ
ン
ダ
系
／
ボ
ー
ア
人
）
・

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
国
民
党
は
、
ア
フ
リ
カ
人
が
都
市
に
大
量
流
入
す
る

事
態
に
直
面
し
て
、
人
種
隔
離
の
徹
底
を
図
っ
た
。
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
の

重
要
な
本
質
は
、
少
数
派
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
が
い
か
に
多
数
派
の
非
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
系
を
分
割
し
て
管
理
、
支
配
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
国

民
党
政
権
は
、
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
と
イ
ギ
リ
ス
系
を
「
白
人
」
と
し
て
統
合

す
る
一
方
、
「
非
白
人
」
を
「
バ
ン
ト
ゥ
1
」
（
ア
フ
リ
カ
人
）
、
「
ア
ジ
ア

系
」
（
イ
ン
ド
系
）
な
ど
の
民
族
に
区
別
し
た
。
ま
た
、
バ
ン
ト
ゥ
ー
に
つ

い
て
は
「
ズ
ー
ル
ー
」
、
「
コ
ー
サ
」
な
ど
の
部
族
に
分
類
し
、
七
〇
年
代

な
か
ば
に
な
る
と
い
く
つ
か
の
部
族
の
「
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
」
（
「
バ
ン
ト

ゥ
ー
ス
タ
ン
」
）
に
名
ば
か
り
の
独
立
を
与
え
た
。
バ
ン
ト
ゥ
ー
の
結
束
を

防
ぐ
と
と
も
に
、
南
ア
フ
リ
カ
で
は
他
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
よ
う
に
脱
植

民
地
化
が
進
展
し
て
い
な
い
、
と
の
国
内
外
の
批
判
に
対
応
し
よ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。
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表1　南アフリカの登録集団別人口

1911年 1951年 1970年 1980年 1996年

アフリカ人 4，019，006 8，560，003 15，057，952 18，965，327 33，739，523

白人 1，276，242 2，641，689 3，752，528 4，453，273 5，322，003

カラード 525，943 L103，016 2，018，453 2，554，039 3，726，232

アジア系 152，203 366，664 620，436 794，639 1，032，680

計 5，973，394 12，671，452 21，448，169 23，771，970 43，820，444

R．　Davenport　and

428，

C．　Saunders，　Sottth　Africa：　A　Modern　llistory　〈Basingstoke，　2000），　p，

　
こ
の
よ
う
に
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
を
民
族
、
部
族
な
ど
に
分
割
す
る
こ
と
は
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
の
時

期
ば
か
り
で
な
く
南
ア
フ
リ
カ
史
の
ど
の
時
代
に
お
い
て
も
メ
イ
ン
・
テ
ー
マ
の
一
つ
と
な
っ
て
き
た
。

こ
う
し
た
問
題
を
検
討
し
て
い
く
う
え
で
焦
点
と
な
る
の
が
カ
ラ
ー
ド
の
カ
テ
ゴ
リ
で
あ
る
。
カ
ラ
ー

ド
は
今
日
の
南
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
、
他
国
の
よ
う
に
有
色
人
種
の
総
称
で
は
な
く
、
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン

周
辺
の
先
住
民
、
解
放
奴
隷
、
混
血
の
人
々
を
意
味
す
る
。
一
九
世
紀
末
以
降
、
レ
イ
シ
ズ
ム
の
高
ま

り
は
こ
う
し
た
人
々
を
一
つ
の
民
族
に
し
、
白
人
と
ア
フ
リ
カ
人
の
中
間
に
お
い
た
。
表
～
は
二
〇
世

紀
の
登
録
集
団
別
人
口
を
示
す
が
、
当
時
、
誰
を
ど
の
罠
族
に
分
類
す
る
か
の
基
準
は
大
き
く
変
化
し

た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
変
化
の
時
期
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

　
民
族
の
研
究
が
南
ア
フ
リ
カ
史
に
お
い
て
本
格
化
し
た
の
は
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
が
終
焉
に
向
か
い

つ
つ
あ
っ
た
一
九
八
○
年
代
末
以
降
で
あ
る
。
本
格
化
の
背
景
と
し
て
は
、
B
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
『
想

像
の
共
同
体
螂
、
E
・
ホ
ブ
ズ
ボ
ウ
ム
／
T
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
編
『
創
ら
れ
た
伝
統
』
（
と
も
に
一
九
入
三

年
）
な
ど
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
論
の
流
行
も
存
在
し
た
。
と
く
に
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
南
ア
フ
リ
カ
の
隣
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ジ
ン
バ
ブ
エ
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
て
い
た
こ
と
は
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
、
南
ア
フ
リ
カ
史
の
民
族
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

究
は
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
が
生
み
出
し
た
部
族
の
虚
構
性
を
告
発
す
る
と
い
う
明
瞭
な
目
的
も
も
っ
て

い
た
。
こ
の
分
野
の
主
要
な
成
果
は
、
L
・
ヴ
ェ
イ
ル
編
『
南
部
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
部
族
主
義
の
創

　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

出
』
（
一
九
八
九
年
）
で
あ
る
。
同
書
は
周
辺
諸
国
（
レ
ン
ジ
ャ
ー
な
ど
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
を
生
み
出

し
た
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
H
・
ギ
リ
オ
ミ
ー
な
ど
）
の
論
文
の
ほ
か
、
ズ
ー
ル
ー
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
／
バ
ン
ト
ゥ
ー
ス
タ
ン
の
一
つ
シ
ス
カ
イ
な
ど
に
か
ん
す
る
も
の
を
所
収
し
て
い
る
。

　
カ
ラ
ー
ド
の
研
究
も
、
こ
う
し
た
民
族
研
究
と
時
を
同
じ
く
し
て
本
格
化
し
た
。
『
部
族
主
義
の
創
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出
』
に
は
、
1
・
ゴ
ー
ル
ゲ
イ
ン
も
カ
ラ
ー
ド
に
か
ん
す
る
論
文
を
寄
稿
し
て
い
る
。
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
は
同
論
文
と
一
九
八
七
年
の
著
書
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

い
て
、
国
民
党
政
権
に
よ
る
労
働
優
遇
政
策
が
白
人
と
ア
フ
リ
カ
人
の
中
点
的
存
在
と
し
て
の
カ
ラ
ー
ド
を
創
出
し
た
、
と
論
じ
た
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

R
・
H
・
デ
ュ
・
プ
レ
も
よ
り
概
括
的
に
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
下
の
カ
ラ
ー
ド
創
出
を
批
判
し
て
い
る
。
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
、
デ
ュ
・
プ
レ
な
ど

に
共
通
す
る
の
は
、
S
・
B
・
ピ
コ
（
一
九
四
六
一
七
七
年
）
の
黒
人
意
識
思
想
の
影
響
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
白
人
に
よ
る
カ
ラ
ー
ド
と
ア
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

リ
カ
人
の
分
割
を
排
し
、
非
白
人
全
体
の
連
帯
を
志
向
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
一
九
九
四
年
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
の
終
焉
と
と
も
に
政
権
を
獲
得
し
た
の
は
、
「
和
解
」
／
多
文
化
主
義
を
標
榜
し
つ
つ
も
現
実
に

は
ア
フ
リ
カ
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
A
N
C
（
ア
フ
リ
カ
民
族
会
議
）
で
あ
っ
た
。
ポ
ス
ト
・
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
期
の
南
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て

は
、
A
N
C
の
多
数
派
支
配
に
た
い
す
る
カ
ラ
ー
ド
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
状
は
、
一

九
ニ
ニ
ー
四
〇
年
の
カ
ラ
ー
ド
教
員
連
盟
な
ど
に
か
ん
す
る
M
・
ア
ド
ヒ
カ
リ
の
研
究
に
反
映
し
て
い
る
。
ア
ド
ヒ
カ
リ
は
、
一
九
世
紀
宋
の

レ
イ
シ
ズ
ム
の
高
ま
り
が
カ
ラ
ー
ド
を
一
つ
の
民
族
に
し
た
こ
と
を
認
め
る
も
の
の
、
二
〇
世
紀
を
と
お
し
て
白
人
で
は
な
く
カ
ラ
ー
ド
じ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ん
の
役
割
が
重
要
で
あ
り
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
変
化
し
な
か
っ
た
、
と
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
先
行
研
究
は
、
カ
ラ
ー
ド
の
形
成
が
～
九
四
八
－
九
四
年
の
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
下
か
皿
九
世
紀
末
か
、
重
要
な
の
は
白
人
の
役

割
か
カ
ラ
ー
ド
じ
し
ん
の
役
割
か
、
な
ど
を
議
論
の
焦
点
と
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
議
論
に
た
い
し
て
、
本
稿
で
は
中
間
の
時
期
、
と
く
に
　

九
二
、
三
〇
年
代
を
変
化
の
時
代
と
捉
え
て
い
き
た
い
。
当
時
、
国
民
党
が
は
じ
め
て
政
権
を
獲
得
す
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
系
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム

が
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
対
抗
し
、
双
方
が
カ
ラ
ー
ド
の
問
題
に
関
心
を
示
し
た
。
し
か
し
、
国
民
党
／
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
・
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
カ
ラ
ー
ド
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
ギ
リ
オ
ミ
ー
の
一
九
九
五
年
の
論
文
が
あ
る
も
の
の
、
イ
ギ
リ
ス
系
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ム
と
カ
ラ
ー
ド
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
ギ
リ
オ
ミ
ー
と
比
肩
し
う
る
研
究
が
存
在
し
な
い
。
そ
も
そ
も
、
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
・
ナ
シ
ョ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

リ
ズ
ム
と
対
抗
す
る
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
問
題
じ
た
い
が
、
い
ま
ま
で
ほ
と
ん
ど
研
究
の
対
象
と
な
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
た
し
か
に
、
近
年
は
A

N
C
支
配
に
た
い
す
る
イ
ギ
リ
ス
系
の
反
発
を
ふ
ま
え
て
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
つ
い
て
も
南
ア
フ
リ
カ
史
研
究
者
の
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関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
英
語
文
化
が
ア
フ
リ
カ
ー
ン
ス
語
文
化
を
圧
倒
し
て
い
る
現
状
を
反
映
し
て
、
～
九
一
二
〇
世
紀
転
換

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

期
の
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
の
親
英
的
性
格
、
イ
ギ
リ
ス
系
と
の
協
力
な
ど
を
重
視
す
る
立
場
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

　
カ
ラ
ー
ド
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
多
様
な
分
析
が
あ
り
う
る
が
、
本
稿
で
は
と
く
に
、
歴
史
の
語
り
と
の
関
係
に
注
目
し
た
い
。

一
九
二
、
三
〇
年
代
、
カ
ラ
ー
ド
の
問
題
に
た
い
す
る
リ
ベ
ラ
ル
派
の
関
心
は
歴
史
に
つ
い
て
の
関
心
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
こ
の
時
代

は
、
カ
ラ
ー
ド
が
自
己
の
歴
史
を
本
格
的
に
語
り
は
じ
め
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
歴
史

の
利
用
な
ど
の
テ
ー
マ
と
比
較
し
て
、
カ
ラ
ー
ド
の
記
憶
が
研
究
の
対
象
に
な
っ
た
の
は
最
近
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
場
合
に
も
、
カ
ラ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

で
な
い
人
々
と
の
か
か
わ
り
ま
で
含
め
て
論
じ
た
研
究
は
少
な
い
。
以
上
の
諸
点
を
ふ
ま
え
て
二
、
三
〇
年
代
、
と
く
に
三
〇
年
代
の
カ
ラ
ー

ド
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
歴
史
の
語
り
と
の
関
係
を
、
リ
ベ
ラ
ル
派
の
役
割
に
も
留
意
し
つ
つ
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
な
る
。
筆
者

は
い
ま
ま
で
、
E
・
A
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
（
一
八
八
六
－
一
九
七
六
年
）
、
W
・
M
・
マ
ク
ミ
ラ
ン
（
一
八
八
五
…
一
九
七
四
年
）
な
ど
リ
ベ
ラ
ル
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
歴
史
家
に
か
ん
し
て
研
究
を
進
め
て
き
た
。
本
稿
は
、
こ
う
し
た
研
究
を
敷
議
す
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
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①
じ
σ
．
〉
巳
興
ω
o
口
、
き
鴇
爵
ミ
ミ
O
§
§
§
ミ
塁
㍉
陶
画
鴨
。
ぎ
蕊
。
篭
、
ぎ
O
こ
竪
こ

　
§
職
誓
＼
§
織
旨
き
職
§
ミ
蹄
M
蕊
P
O
滋
9
．
一
㊤
Q
O
ω
）
（
白
石
隆
・
白
石
さ
や
訳
欄
想

　
像
の
共
同
体
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
起
源
と
流
行
－
臨
リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト
、
一

　
九
八
七
年
目
。
固
期
。
蕃
び
山
妄
舞
碧
粉
川
菊
魯
典
興
｛
Φ
鉱
ω
’
）
噂
憲
恥
辱
ミ
ミ
ミ
q
、
、
黛

　
円
ミ
織
ミ
§
（
O
餌
管
耳
置
臓
9
一
Φ
。
。
ω
）
（
前
川
啓
治
・
梶
原
景
昭
ほ
か
訳
『
創
ら
れ
た

　
伝
統
㎞
紀
伊
囲
屋
書
店
、
～
九
九
工
房
）
。

②
U
＜
旦
（
㊦
鳥
シ
↓
薄
9
ミ
妹
㌧
§
ミ
聖
上
ミ
N
窯
ミ
留
国
へ
§
§
奪
§

　
（
ド
。
目
α
o
戸
6
c
◎
O
）
．

③
↓
’
寄
薦
⑦
B
．
≦
ω
ω
δ
コ
巴
①
。
。
■
護
ひ
q
建
昌
ω
肇
。
匿
9
Φ
ζ
き
旨
冨
ω
”
↓
落

　
H
口
く
①
口
自
。
口
o
h
国
窪
三
〇
陣
蔓
一
ロ
駐
5
び
9
σ
芝
①
．
一
国
■
○
農
。
日
①
ρ
．
↓
げ
Φ
し
u
Φ
o
q
ぎ
コ
ぎ
伽
q
ω

　
o
h
＞
酔
穿
降
。
p
興
円
夢
話
o
O
o
目
。
。
o
δ
器
コ
の
ω
ω
篇
G
◎
㎝
O
山
㊤
δ
．
一
ψ
竃
鋤
芽
。
。
・
、
℃
㌶
江
。
鉱
ω
ヨ
、

　
℃
讐
昌
鴛
。
匡
く
磐
山
勺
霞
詳
讐
窯
四
門
臨
戸
山
窪
Φ
勺
⊆
惹
8
0
h
N
¢
一
儒
国
包
臣
。

　
O
o
口
の
。
δ
二
の
昌
Φ
ロ
・
ω
．
一
〉
謬
。
口
唄
ヨ
。
器
G
．
b
σ
’
勺
Φ
貯
Φ
ω
V
’
、
国
夢
巳
。
謬
《
曽
口
α
℃
ω
の
口
α
o
・

　
国
昏
三
〇
謬
く
ぎ
窪
①
Ω
舞
鉱
、
・
シ
ス
カ
イ
論
文
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ア
パ
ル
ト
ヘ

　
イ
ト
と
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
」
川
北
初
編
鴨
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
㎏
（
講
談

　
社
、
二
〇
〇
一
年
）
、
～
五
一
－
一
五
四
頁
。

④
國
．
Ω
。
盛
ρ
．
O
o
δ
霞
巴
冠
①
馨
尋
嘗
α
O
。
δ
慮
H
巴
℃
。
匿
∩
ω
ぎ
昏
Φ
芝
①
磐
①
巨

　
O
蝉
O
Φ
菊
Φ
o
q
6
口
o
h
ω
o
∬
夢
〉
ヰ
8
国
．
篇
縣
‘
さ
戴
、
望
月
§
§
§
偽
℃
o
N
ミ
騎
s
ミ

　
肉
8
、
§
ミ
8
ミ
G
o
§
ミ
鴨
職
ミ
§
、
δ
、
§
⑦
ミ
導
奪
思
織
臼
8
α
8
．
6
Q
。
刈
ソ

⑤
即
麟
U
儒
贈
①
噂
⑦
愚
織
ミ
討
“
ミ
9
N
私
心
§
馬
㌔
S
ぎ
．
O
ミ
。
ミ
ミ
、
℃
鴨
§
貯
駄

　
の
。
袋
ミ
奪
凡
ミ
ー
出
℃
ミ
ミ
q
ミ
募
ミ
壁
〔
「
0
7
磐
昌
Φ
ω
σ
仁
同
α
q
レ
ゆ
O
心
y

⑥
Q
。
9
し
d
9
し
d
陣
9
N
琴
誉
￥
ミ
N
悪
神
鳴
（
巨
。
巳
。
戸
6
刈
㊤
）
（
峯
陽
一
ほ
か
訳
『
俺



一九二、三〇年代南アフリカのカラード（堀内）

　
は
書
き
た
い
こ
と
を
書
く
一
黒
人
意
識
運
動
の
思
想
1
』
現
代
企
同
室
、
一

　
九
八
八
年
）
。

⑦
ζ
．
〉
縣
三
瞠
巴
、
き
琳
§
醐
誉
甦
国
。
薦
画
き
咋
し
d
§
隷
奪
§
お
膏
沁
貸
。
ミ

　
ミ
§
嚇
ξ
§
ミ
鴨
⑦
o
ミ
諒
奪
㍉
ら
§
O
ミ
。
ミ
ミ
O
§
国
ミ
N
ミ
ξ
（
》
夢
g
。
。
■
〇
三
9

　
卜
⊃
O
O
鐸
O
P
〈
苧
慈
｝
9
以
下
も
参
照
。
H
α
．
＼
8
ミ
雰
卜
帖
竃
尋
陀
9
ミ
O
迂
ミ
、
§
、
、
㌧

　
↓
ぎ
ぼ
ミ
ぎ
誘
．
卜
邸
鑓
N
ミ
駄
⑦
§
ミ
奪
、
ミ
、
」
漉
恥
山
漣
Q
（
O
署
Φ
↓
o
≦
ρ

　
お
器
V
■

⑧
即
φ
ぎ
ヨ
Φ
ρ
、
↓
匿
閉
8
－
窓
。
起
筆
雪
。
ぼ
ω
Φ
碧
α
〉
ま
評
磐
窪
き
島
O
。
｝
｝

　
o
貰
巴
固
窪
け
ぼ
①
ρ
お
δ
－
一
㊤
逡
．
．
奪
㌧
§
N
§
三
㊤
阜
ω
胡
（
一
8
α
y
以
下
も
参

　
照
。
ρ
冨
鼠
。
。
・
切
ミ
ミ
鴨
ミ
こ
ぎ
§
鳶
§
職
き
鳴
重
き
詠
奪
師
。
曙
駄
⑦
ミ
ヘ
ミ

　
奪
母
§
、
O
ミ
。
ミ
ミ
、
℃
o
ミ
賊
窃
6
巷
①
6
0
≦
ダ
6
Q
。
刈
）
、
口
P
に
？
悶
砂

⑨
　
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
ア
フ
リ
カ
人
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
℃
．
じ
d
．
国
。
芦

　
唄
§
潜
℃
o
ミ
ミ
§
職
さ
鴨
窺
隷
ミ
N
O
§
砺
貸
§
融
、
沁
§
N
ミ
⑦
轟
、
§
職
§
§
職

　
⑦
o
ミ
隷
書
貯
§
～
い
鉢
ミ
ミ
凡
吻
ミ
N
融
」
1
軌
O
Q
o
早
目
ω
ω
σ
ξ
瞭
6
c
。
ε
．

⑩
た
と
え
ば
、
ζ
↓
餌
ヨ
田
誉
旦
O
鴨
ミ
謁
ぎ
賎
鴨
防
ミ
ミ
、
譜
§
鴨
鯨
隷
§
霧
」

第
一
章
　
カ
ラ
ー
ド
の
形
成

【
九
一
〇
年
代
ま
で 　

↓
ぎ
ミ
S
ミ
鰍
ミ
O
ミ
養
鯉
恥
ミ
ミ
ミ
鳴
O
ミ
。
ミ
ミ
建
識
り
隷
、
§
愚
倉
。
魏
。
⇒
」
8
①
）
．

　
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
歴

　
史
家
E
・
A
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
と
南
ア
フ
リ
カ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ

　
ム
扁
『
史
林
幅
九
｝
巻
六
号
（
二
〇
〇
八
年
）
、
七
二
一
七
三
頁
。

⑪
　
た
と
え
ば
、
囲
．
薯
鍵
⇔
磐
O
裟
・
斗
。
益
①
戸
、
O
o
ヨ
5
①
5
0
麺
凱
⇔
卿
ω
¢
燈
一

　
ロ
冨
。
・
ω
ぎ
併
q
喝
磐
創
営
く
。
賦
コ
㎝
q
O
巷
Φ
ω
『
＜
①
蔓
．
、
ヨ
ψ
累
亘
詳
凶
富
p
。
巳
O
O
o
簿
N
Φ
①

　
（
巴
ψ
）
．
〉
舟
。
貯
ミ
お
ミ
帖
貯
恥
嚇
㌔
§
鴨
さ
ぎ
霞
曼
さ
ミ
。
透
§
の
。
ミ
き
奪
㌧
ミ

　
〔
○
臥
。
冠
▼
6
ゆ
Q
。
ど
〉
α
臨
ズ
四
H
ゼ
ぎ
嚇
き
語
義
§
お
画
〉
§
し
。
㍉
§
神
出
§
お
識
・
ロ
ゆ

　
ω
ω
ふ
9
ア
フ
リ
カ
…
ナ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
歴
史
の
利
嗣
に
つ
い
て
は

　
た
と
え
ば
、
r
↓
ぎ
ぎ
℃
ω
o
戸
§
鴨
、
ミ
ミ
ミ
、
さ
導
ミ
軽
ミ
自
知
ミ
ミ
帖
ミ
（
累
Φ
≦

　
出
睾
Φ
♪
6
Q
。
㎝
ご
ビ
≦
陣
貫
》
》
織
ミ
§
織
．
ω
諭
整
§
罪
O
§
貯
鴇
と
喰
の
。
ミ
ご

　
奪
凡
麩
げ
さ
ミ
ミ
、
ぎ
恥
融
（
じ
σ
δ
o
巨
コ
瞬
。
戸
ぎ
9
p
。
鵠
b
O
O
ω
）
．

⑫
拙
稿
「
ウ
ォ
一
一
…
」
。
同
「
歴
史
家
W
・
M
・
マ
ク
ミ
ラ
ン
の
南
ア
フ
リ
カ

　
時
代
（
一
八
九
一
i
一
九
三
三
年
）
」
『
歴
史
研
究
騙
（
大
阪
教
育
大
学
歴
史
学
研

　
殖
九
宏
血
）
　
四
漏
ハ
ロ
写
　
（
二
〇
〇
九
年
）
。

　
本
稿
の
課
題
は
、
カ
ラ
ー
ド
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
と
っ
て
一
九
二
、
三
〇
年
代
と
は
何
だ
っ
た
の
か
を
探
る
こ
と
で
あ
る
。
本
章
で
は

そ
の
前
提
と
し
て
、
先
行
す
る
二
〇
世
紀
最
初
の
二
〇
年
の
意
味
を
検
討
し
て
い
く
。
し
か
し
、
議
論
の
出
発
点
は
一
七
世
紀
な
か
ば
よ
り
一

九
世
紀
は
じ
め
ま
で
の
オ
ラ
ン
ダ
領
ケ
ー
プ
植
民
地
の
時
期
に
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
が
今
日
の
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
に
、
船
舶
に
食
糧
を
供
給
す
る
基
地
を
建
設
し
た
の
は
＝
ハ
五
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。

一
七
世
紀
末
に
な
る
と
入
植
が
本
格
的
に
は
じ
ま
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
は
以
降
、
徐
々
に
内
陸
部
に
進
出
し
て
い
っ
た
。
入
植
者
が
最
初
に
出

会
っ
た
先
住
民
は
、
バ
ン
ト
ゥ
ー
語
を
話
す
ア
フ
リ
カ
人
で
は
な
く
（
両
者
の
遭
遇
は
｝
七
七
〇
年
代
以
降
）
つ
ぎ
の
二
つ
の
集
団
で
あ
っ
た
。

81 （81）



第
一
の
集
団
は
狩
猟
採
集
民
の
サ
ン
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
ブ
ッ
シ
ュ
マ
ン
と
蔑
ん
だ
。
他
方
、
第
二
の
集
団
は
牧
畜
民
の
コ
イ
コ
イ
（
コ
エ

コ
エ
）
で
、
蔑
称
は
ホ
ッ
テ
ン
ト
ッ
ト
で
あ
る
。
こ
う
し
た
先
住
民
の
人
ロ
は
、
植
民
地
の
拡
大
と
と
も
に
激
減
し
て
い
っ
た
。
当
時
の
ケ
ー

プ
社
会
に
は
ほ
か
に
も
、
ア
フ
リ
カ
、
南
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
に
起
源
を
も
つ
奴
隷
が
存
在
し
た
。
ま
た
、
入
植
者
、
先
住
民
、
奴
隷

三
者
の
あ
い
だ
で
は
混
醜
も
進
ん
だ
。
更
に
、
先
住
民
、
奴
隷
、
混
血
の
人
々
の
一
部
は
内
陸
部
に
逃
散
し
、
長
い
時
間
を
経
て
グ
リ
カ
、
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ス
タ
ー
（
バ
ス
タ
イ
ド
）
な
ど
の
集
団
を
形
成
し
て
い
っ
た
。

　
一
八
一
四
年
置
植
民
地
が
イ
ギ
リ
ス
領
と
な
っ
た
こ
と
は
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
（
混
血
を
含
む
）
の
境
遇
に
一
定
の
影
響
を
与
え
る
。
二
八

年
、
当
周
は
法
令
第
五
〇
号
を
発
し
て
先
住
民
の
法
的
不
平
等
を
改
善
、
三
四
年
に
は
奴
隷
制
の
廃
止
を
ケ
ー
プ
に
も
適
用
し
た
。
五
四
年
に

は
、
植
民
地
議
会
が
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
に
も
、
財
産
、
所
得
制
限
を
付
し
た
も
の
の
選
挙
権
を
認
め
て
い
る
（
被
選
挙
権
も
認
め
た
が
非
ヨ
ー
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ッ
パ
系
議
員
は
実
現
し
な
か
っ
た
）
。
こ
の
ケ
ー
プ
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
少
数
派
の
イ
ギ
リ
ス
系
が
、
多
数
派
の
オ
ラ
ン
ダ
系
と
対
抗
す
る
う
え
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

協
力
者
を
必
要
と
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
～
方
で
六
〇
年
代
ま
で
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
が
社
会
的
に
上
昇
す
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
人
々
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
は
雪
語
、
宗
教
な
ど
よ
り
歴
史
を
核
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
言
語
（
話
し
こ
と
ば
）
は
、
英
語
の
地
位
も
高
ま
っ
て
い
た
も
の
の
、
基
本
的
に
ケ
ー
プ
・
オ
ラ
ン
ダ
語
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
両
者
は
各
々
イ
ギ
リ
ス
系
、
オ
ラ
ン
ダ
系
の
こ
と
ば
で
も
あ
っ
た
の
で
、
讐
語
が
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
と
区
別
す
る
指
標

と
は
な
り
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
宗
教
は
～
層
多
様
で
あ
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
教
会
、
国
教
会
な
ど
キ
リ
ス
ト
教
徒
の

ほ
か
、
解
放
奴
隷
の
な
か
に
は
ム
ス
リ
ム
（
マ
レ
ー
系
）
も
存
在
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
人
々
を
つ
な
い
だ
の
が
奴
隷
時
代
の
記

憶
で
あ
る
。
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
で
は
毎
年
、
奴
隷
制
廃
止
記
念
日
の
一
二
月
一
日
に
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
が
パ
レ
ー
ド
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
に
興

じ
、
か
つ
て
の
主
人
を
風
刺
す
る
「
ド
ラ
ム
・
ソ
ン
グ
」
を
唱
和
し
た
。
更
に
、
も
と
奴
隷
の
な
か
に
は
同
日
、
祈
禧
の
場
で
、
苦
難
の
体
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

を
語
り
聞
か
せ
る
者
も
い
た
と
い
う
。

　
ケ
ー
プ
の
植
民
地
社
会
は
一
九
世
紀
末
、
急
速
に
変
化
す
る
。
相
次
ぐ
鉱
産
資
源
の
発
見
を
契
機
と
す
る
産
業
化
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
南
部
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ア
フ
リ
カ
支
配
の
拡
大
は
ま
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
系
の
疎
外
感
を
高
め
た
。
｝
八
七
〇
年
代
、
改
革
派
教
会
の
牧
師
な
ど
は
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
近
郊
の

パ
ー
ル
を
拠
点
と
し
て
、
話
し
こ
と
ば
の
ケ
ー
プ
・
オ
ラ
ン
ダ
語
を
も
と
に
書
き
こ
と
ば
の
ア
フ
リ
カ
ー
ン
ス
語
を
確
立
し
て
い
く
。
こ
の
動

き
は
二
〇
世
紀
の
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
起
源
と
な
り
、
一
八
八
○
年
に
は
南
部
ア
フ
リ
カ
初
の
政
党
で
あ
る
ア
フ
リ
カ
ー
ナ

　
　
　
　
　
　
⑥

同
盟
も
成
立
し
た
。
し
か
し
、
同
盟
の
主
張
は
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
農
場
主
の
保
護
な
ど
に
と
ど
ま
り
反
訳
的
で
は
な
く
、
八
、
九
〇
年
代
に
は
イ

ギ
リ
ス
系
と
の
協
力
も
進
展
す
る
。
と
く
に
九
〇
一
九
六
年
、
植
民
地
首
相
を
務
め
た
C
・
」
・
ロ
ー
ズ
（
｝
八
五
三
一
一
九
〇
二
年
）
は
、
歴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

史
の
共
有
な
ど
入
植
者
の
文
化
統
合
を
図
っ
た
。

　
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
あ
い
だ
の
協
力
、
な
い
し
文
化
統
合
が
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
に
た
い
す
る
レ
イ
シ
ズ
ム
と
一
体
で
あ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
植
民
地
の
拡
大
に
よ
っ
て
バ
ン
ト
ゥ
ー
語
を
話
す
ア
フ
リ
カ
人
、
こ
と
に
コ
ー
サ
人
が
大
量
流
入
す
る
と
、
植
民
地
議
会

は
一
八
八
七
、
九
二
年
の
二
度
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
選
挙
権
の
財
産
制
限
を
強
化
し
た
。
ま
た
、
九
九
一
一
九
〇
二
年
の
第
二
次
南
ア
フ
リ
カ

（
ア
ン
グ
ロ
・
ボ
ー
ア
）
戦
争
の
結
果
ボ
ー
ア
人
の
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
共
和
国
、
オ
レ
ン
ジ
自
由
国
が
イ
ギ
リ
ス
領
と
な
っ
て
も
、
非
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
系
選
挙
権
は
両
地
域
に
拡
大
し
な
か
っ
た
。
更
に
、
一
〇
年
の
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
結
成
に
よ
っ
て
植
民
地
議
会
は
連
邦
議
会
に
発
展
的
に

解
消
す
る
が
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
は
被
選
挙
権
を
喪
失
し
た
（
選
挙
権
は
保
持
）
。
こ
う
し
た
事
態
に
た
い
し
て
、
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
周
辺
の
解
放

奴
隷
、
混
血
の
人
々
、
な
か
で
も
熟
練
労
働
者
、
小
売
商
、
事
務
員
、
聖
職
者
、
教
員
な
ど
の
エ
リ
ー
ト
層
は
危
機
感
を
深
め
、
〇
二
年
、
A

P
O
（
ア
フ
リ
カ
政
治
機
構
）
を
結
成
す
る
。
〇
五
年
に
は
開
業
医
の
A
・
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ー
マ
ン
（
一
八
七
ニ
ー
一
九
四
〇
年
）
が
議
長
に
就
任
し

（
没
年
ま
で
）
、
政
治
的
権
利
擁
護
の
請
願
活
動
を
本
格
化
し
た
。
〇
九
年
に
は
隔
週
刊
の
『
A
P
O
』
紙
を
創
刊
、
一
〇
年
に
は
二
〇
、
○
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

○
人
の
成
員
を
達
成
し
、
A
P
O
は
二
〇
世
紀
前
半
期
ま
で
の
ケ
ー
プ
に
お
い
て
最
大
の
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
政
治
組
織
と
な
る
。

　
し
か
し
、
A
P
O
は
必
ず
し
も
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
全
体
の
連
帯
を
志
向
し
な
か
っ
た
。
A
P
O
の
基
本
的
な
主
張
の
｝
つ
は
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン

周
辺
の
解
放
奴
隷
、
混
血
の
人
々
な
ど
を
、
植
民
地
に
大
量
流
入
し
た
ア
フ
リ
カ
人
と
区
別
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
当
局
も
両
者

を
区
別
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
一
八
七
五
年
の
ケ
ー
プ
植
民
地
の
人
口
調
査
は
「
白
人
」
（
二
三
六
、
○
○
○
人
）
、
「
カ
ラ
ー
ド
」
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（
四
八
四
、
○
○
○
人
）
の
二
分
類
で
、
カ
ラ
ー
ド
は
「
マ
レ
ー
系
」
（
ム
ス
リ
ム
）
、
「
混
血
そ
の
他
」
、
「
カ
フ
ィ
ー
ル
」
（
コ
ー
サ
人
）
な
ど
を
含

　
　
　
⑨

ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
…
九
〇
四
年
の
同
調
査
は
白
人
（
五
八
○
、
○
○
○
人
）
、
カ
ラ
ー
ド
（
三
九
五
、
○
○
○
人
）
、
「
原
住
民
」
（
～
、
四
二
五
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

○
○
○
人
）
の
三
分
類
で
あ
る
。
マ
レ
ー
系
、
混
血
そ
の
他
な
ど
は
カ
ラ
ー
ド
に
と
ど
ま
る
一
方
、
カ
フ
ィ
ー
ル
な
ど
は
原
住
民
と
な
っ
た
。

A
P
O
は
、
カ
ラ
ー
ド
が
原
住
民
と
違
っ
て
白
人
に
近
く
文
明
的
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
た
と
え
ば
、
〇
九
年
五
月
二
四
日
の
『
A
P

O
』
紙
創
刊
号
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

　
…
…
だ
れ
も
が
、
南
ア
フ
リ
カ
に
は
原
住
民
で
な
い
多
く
の
カ
ラ
ー
ド
が
い
る
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
。
…
…
か
れ
ら
は
　
　
も
っ
と
も
不
愉
快
な
か

　
た
ち
で
、
と
い
う
人
も
い
る
が
　
　
文
明
の
所
産
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
程
度
の
混
血
の
所
産
で
も
あ
る
。
そ
の
肌
の
色
は
カ
フ
ィ
ー
ル
の
黒

　
か
ら
、
ニ
グ
ロ
の
い
か
な
る
痕
跡
も
ほ
と
ん
ど
見
出
せ
な
い
淡
い
色
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
そ
の
多
数
派
の
特
徴
は
完
全
に
コ
ー
カ
シ
ア
ン
で
あ
り
、
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
活
様
式
も
最
良
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
モ
デ
ル
に
従
っ
て
い
る
。
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ゆ
え
に
、
カ
ラ
ー
ド
は
原
住
民
よ
り
政
治
的
権
利
に
値
す
る
、
と
A
P
O
は
主
張
し
た
。
ア
フ
リ
カ
人
の
一
部
は
一
九
一
二
年
、
カ
ラ
ー
ド
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

A
P
O
と
は
別
組
織
の
S
A
N
N
C
（
南
ア
フ
リ
カ
原
住
民
民
族
会
議
）
を
結
成
す
る
こ
と
と
な
る
（
二
三
年
A
K
C
と
改
称
）
。

　
A
P
O
は
ま
た
、
親
殺
的
で
も
あ
っ
た
。
ケ
ー
プ
植
民
地
で
は
伝
統
的
に
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
が
、
オ
ラ
ン
ダ
系
と
対
抗
す
る
イ
ギ
リ
ス
系
に

協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
諸
権
利
を
獲
得
し
て
き
た
。
A
P
O
も
一
九
〇
〇
年
代
に
は
反
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
的
な
イ
ギ
リ
ス
系
政
党
で
あ
る
進
歩

党
を
、
一
〇
年
の
連
邦
結
成
以
降
は
同
党
が
発
展
的
に
解
消
し
た
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
党
を
支
持
す
る
。
A
P
O
は
、
「
文
明
的
な
」
英
語
と
「
野

蛮
な
」
ケ
ー
プ
・
オ
ラ
ン
ダ
語
を
対
比
し
、
前
者
の
使
用
を
奨
励
し
も
し
た
。
た
と
え
ば
、
一
〇
年
八
月
＝
二
日
の
『
A
P
O
』
紙
は
以
下
の

よ
う
に
訴
え
る
。

　
　
…
・
〔
カ
ラ
ー
ド
は
〕
英
語
　
　
も
っ
と
も
高
貴
な
自
由
と
解
放
の
思
想
を
も
た
ら
す
こ
と
ば
で
あ
り
、
世
界
で
最
良
の
文
学
作
品
を
有
し
、
あ
ら
ゆ
る
欝

　
語
の
う
ち
で
も
っ
と
も
普
遍
的
に
有
用
な
こ
と
ば
　
　
に
習
熟
す
べ
き
で
あ
る
。
あ
ま
り
に
も
し
ば
し
ば
聞
か
れ
る
、
野
蛮
な
ケ
ー
プ
・
オ
ラ
ン
ダ
語
で
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
現
す
る
習
慣
は
で
き
る
か
ぎ
り
捨
て
よ
う
。
：
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『
A
P
O
隠
紙
じ
た
い
基
本
的
な
使
用
言
語
は
英
語
で
、
社
説
な
ど
重
要
な
記
事
に
つ
い
て
の
み
オ
ラ
ン
ダ
歯
並
を
設
け
て
い
る
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。
A
P
O
の
藩
閥
的
性
格
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
顕
著
と
な
る
。
一
九
　
四
年
、
旧
オ
レ
ン
ジ
自
由
国
な
ど
の
ア
フ
リ
カ
ー
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

が
、
ド
イ
ツ
領
南
西
ア
フ
リ
カ
（
現
ナ
ミ
ビ
ア
）
に
侵
入
す
る
と
い
う
政
府
の
決
定
に
抗
議
し
て
蜂
起
す
る
と
、
A
P
O
は
蜂
起
を
非
難
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ま
た
、
一
五
年
に
は
ケ
ー
プ
歩
兵
軍
団
を
組
織
し
、
東
ア
フ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
に
派
遣
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
大
戦
の
結
果
南
西
ア
フ

リ
カ
が
連
邦
の
委
任
統
治
領
と
な
っ
て
も
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
選
挙
権
は
当
地
に
拡
大
し
な
か
っ
た
。
こ
の
政
治
的
失
敗
に
た
い
し
て
、
A
P

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

O
は
　
九
年
、
ア
フ
リ
カ
政
治
機
構
よ
り
ア
フ
リ
カ
人
民
機
構
に
改
称
、
貧
困
、
教
育
な
ど
の
活
動
領
域
に
転
換
を
図
る
も
の
の
運
動
の
退
潮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

は
否
め
ず
、
二
一
二
年
に
は
『
A
P
O
』
紙
の
刊
行
を
停
止
し
た
。

　
は
じ
め
に
で
記
し
た
よ
う
に
、
ア
ド
ヒ
カ
リ
の
研
究
は
、
カ
ラ
ー
ド
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
一
九
世
紀
末
の
形
成
以
降
変
化
し
な
か
っ
た
、

と
し
て
い
る
。
し
か
し
二
〇
世
紀
最
初
の
二
〇
年
、
カ
テ
ゴ
リ
は
不
明
確
か
つ
流
動
的
で
あ
っ
た
。
A
P
O
は
基
本
的
に
カ
ラ
ー
ド
の
組
織
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

あ
る
が
、
少
数
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
、
ア
フ
リ
カ
人
の
成
員
も
お
り
、
名
称
に
も
カ
ラ
ー
ド
の
語
は
な
か
っ
た
。
当
局
に
よ
る
白
市
、
カ
ラ
ー
ド
、

原
住
民
の
三
分
類
も
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
。
「
ブ
ッ
シ
ュ
マ
ン
」
、
「
ホ
ッ
テ
ン
ト
ッ
ト
」
、
オ
ラ
ン
ダ
領
垂
々
に
内
陸
部
に
逃
散
し
た
「
グ
リ

カ
」
、
「
バ
ス
タ
ー
ド
」
な
ど
は
、
カ
ラ
ー
ド
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
多
か
っ
た
も
の
の
（
～
九
〇
四
、
～
一
年
の
人
口
調
査
な
ど
）
、
原
住
民
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

こ
と
も
あ
っ
た
（
一
六
年
の
原
住
民
定
義
修
正
法
な
ど
）
。
当
周
は
ま
た
、
カ
ラ
ー
ド
を
白
人
と
区
別
す
る
こ
と
の
困
難
も
認
識
し
て
い
た
（
～
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

年
の
ケ
ー
プ
最
高
裁
判
所
の
判
断
な
ど
）
。
一
方
で
カ
ラ
ー
ド
じ
し
ん
も
、
社
会
的
に
上
昇
し
て
白
人
に
同
化
す
る
こ
と
を
望
み
、
奴
隷
時
代
の
記

憶
な
ど
を
核
と
し
た
伝
統
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
急
速
に
解
体
し
つ
つ
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
〇
九
年
＝
一
月
四
日
の
『
A
P
O
』

紙
は
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

　
　
…
：
わ
た
し
は
、
人
々
が
一
二
月
一
臼
に
つ
い
て
あ
ま
り
に
も
ほ
と
ん
ど
考
え
な
い
こ
と
を
残
念
に
思
う
。
そ
の
日
、
だ
れ
も
が
知
っ
て
い
る
よ
う
に
、
奴

　
隷
た
ち
は
解
放
さ
れ
た
。
わ
た
し
た
ち
が
、
国
王
の
誕
生
日
や
ボ
ク
シ
ン
グ
・
デ
ー
の
よ
う
に
そ
の
日
を
記
念
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
…
…
以
前
、
ケ
ー
プ

　
　
の
褐
色
の
人
々
は
そ
れ
を
た
し
か
に
記
憶
し
て
い
た
。
し
か
し
、
い
ま
で
は
か
れ
ら
の
あ
ま
り
に
も
多
く
が
白
人
に
な
り
た
が
っ
て
い
る
。
か
れ
ら
は
、
金
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⑳

　
　
を
持
つ
と
「
白
人
を
演
じ
る
」
。
…
…

こ
う
し
た
事
態
に
直
面
し
て
、
カ
ラ
ー
ド
の
エ
リ
ー
ト
層
は
と
く
に
一
九
三
〇
年
代
、
自
己
の
歴
史
を
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
の
明
確
化
を
図
っ
て
い
く
。
そ
こ
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
系
の
リ
ベ
ラ
ル
派
も
一
定
の
役
翻
を
演
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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サ
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サ
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一九二、三〇年代南アフリカのカラード（堀内）

第
二
章
　
リ
ベ
ラ
ル
派
の
歴
史
家
と
カ
ラ
ー
ド

　
本
章
で
は
、
リ
ベ
ラ
ル
派
の
歴
史
家
が
一
九
二
、
三
〇
年
代
、
カ
ラ
ー
ド
の
歴
史
を
ど
の
よ
う
に
語
っ
た
の
か
を
探
っ
て
い
く
。
そ
の
ま
え

に
二
〇
世
紀
は
じ
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
を
と
り
ま
く
状
況
が
い
か
に
変
化
し
た
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
一
八
九
九
－
一
九
〇
二
年

掛
第
二
次
南
ア
フ
リ
カ
戦
争
は
、
イ
ギ
リ
ス
系
と
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
と
の
あ
い
だ
に
深
い
溝
を
残
し
た
。
し
か
し
、
〇
五
年
の
イ
ギ
リ
ス
の
政
権

交
代
を
契
機
と
し
て
「
和
解
」
の
機
運
が
高
ま
り
、
一
〇
年
に
は
ケ
ー
プ
植
民
地
、
旧
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
共
和
国
、
旧
オ
レ
ン
ジ
自
由
国
な

ど
が
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
を
結
成
す
る
。
初
期
の
連
邦
に
お
い
て
政
権
を
担
当
し
た
の
は
、
親
英
的
な
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
の
L
・
ボ
ー
タ
（
～
八
六

二
…
一
九
一
九
年
、
首
相
一
九
一
〇
1
一
九
年
）
と
J
・
C
・
ス
マ
ッ
ツ
（
一
八
七
〇
1
一
九
五
〇
年
、
首
相
一
九
一
九
…
二
四
、
三
九
－
四
八
年
）
の

南
ア
フ
リ
カ
党
で
あ
っ
た
。
一
方
で
同
じ
時
期
、
よ
り
反
英
的
な
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
も
「
プ
ア
・
ホ
ワ
イ
ト
」
（
ア
フ
リ
カ
ー

ナ
貧
困
層
）
を
魅
了
し
は
じ
め
る
。
～
四
年
の
蜂
起
の
失
敗
以
降
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
は
軍
事
路
線
よ
り
遵
法
闘
争
に
転
換
、
J
・
B
・
M
・

ヘ
ル
ツ
ォ
ー
ク
（
～
八
六
六
－
一
九
四
二
年
、
首
相
一
九
二
四
…
三
九
年
）
率
い
る
国
年
豆
に
結
集
し
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
が
終
結
す
る
と
、
同
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①

党
は
不
況
を
背
景
と
し
て
支
持
を
急
速
に
拡
大
し
、
二
四
年
に
は
政
権
を
獲
得
し
た
。

　
政
権
を
獲
得
し
た
国
民
党
は
、
カ
ラ
ー
ド
に
も
支
持
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
。
一
九
二
〇
年
、
南
ア
フ
リ
カ
党
が
イ
ギ
リ
ス
系
の
ユ
ニ
オ
ニ

ス
ト
党
を
吸
収
し
て
以
降
、
A
P
O
は
同
党
を
支
持
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
南
ア
フ
リ
カ
党
と
A
P
O
と
の
関
係
に
対
抗
し
て
、
ケ
ー
プ

の
国
民
党
指
導
者
で
内
相
の
D
・
F
・
マ
ラ
ン
（
～
八
七
四
－
一
九
五
九
年
、
首
相
一
九
四
八
－
五
四
年
）
は
二
五
年
、
カ
ラ
ー
ド
を
対
象
と
し
た

ア
フ
リ
カ
国
民
同
盟
を
組
織
す
る
。
し
か
し
、
同
盟
は
結
局
、
カ
ラ
ー
ド
の
支
持
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
。
同
盟
は
話
し
こ
と
ば
の
ケ
ー
プ
・

オ
ラ
ン
ダ
語
、
な
い
し
書
き
こ
と
ば
の
ア
フ
リ
カ
ー
ン
ス
語
を
核
と
す
る
カ
ラ
ー
ド
と
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
と
の
連
帯
を
主
張
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

機
関
紙
の
『
同
盟
』
は
英
語
を
、
汎
用
性
が
高
い
と
の
理
由
に
よ
り
使
用
隠
語
と
す
る
。
ま
た
、
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
の
側
に
は
カ
ラ
ー
ド
、
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
ム
ス
リ
ム
の
マ
レ
ー
系
と
の
連
帯
に
た
い
す
る
抵
抗
感
が
強
か
っ
た
。
国
民
党
は
カ
ラ
ー
ド
に
雇
用
の
創
出
も
公
約
す
る
が
、
現
実
に
は
白

人
に
熟
練
労
働
を
限
定
し
た
ジ
ョ
ブ
・
カ
ラ
ー
・
バ
ー
（
「
文
明
化
労
働
扁
政
策
）
を
優
先
す
る
。
そ
の
結
果
、
二
九
年
の
総
選
挙
で
は
ケ
ー
プ

の
カ
ラ
ー
ド
有
権
者
の
一
〇
％
未
満
し
か
岡
党
に
投
票
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
政
権
は
白
人
に
つ
い
て
、
三
〇
年
に
女
性
参
政
権
を
認
め
、

三
一
年
に
財
産
、
教
育
制
限
を
撤
廃
、
有
権
者
に
占
め
る
カ
ラ
ー
ド
の
割
合
を
低
く
し
た
。
国
民
党
の
「
背
信
」
を
め
ぐ
っ
て
澗
盟
は
分
裂
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

三
一
年
、
活
動
を
停
止
す
る
。

　
同
盟
に
も
、
ま
た
A
P
O
に
も
失
望
し
た
カ
ラ
ー
ド
・
エ
リ
1
ト
層
の
多
く
は
一
九
三
〇
年
代
、
カ
ラ
ー
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
協
議
会
に
結

集
す
る
。
協
議
会
運
動
の
起
源
は
、
二
〇
年
代
は
じ
め
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
時
、
南
ア
フ
リ
カ
党
に
飽
き
足
り
な
い
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー

ル
の
イ
ギ
リ
ス
系
知
識
人
は
、
ア
フ
リ
カ
人
の
労
働
運
動
と
連
携
し
て
国
民
党
に
対
抗
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
リ
ベ
ラ
ル
派
の
知
識

人
は
一
一
一
年
、
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
・
ア
フ
リ
カ
人
協
議
会
を
組
織
、
二
〇
年
代
な
か
ば
に
は
ジ
ョ
ブ
・
カ
ラ
ー
・
バ
ー
に
た

い
す
る
抗
議
行
動
な
ど
を
展
開
す
る
。
し
か
し
、
知
識
人
の
多
数
派
が
二
九
年
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
財
団
の
助
成
に
よ
り
南
ア

フ
リ
カ
人
種
関
係
研
究
所
を
設
立
す
る
と
、
研
究
所
が
協
議
会
を
指
導
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
時
に
、
協
議
会
の
活
動
の
隔
心
も
抗
議
行
動

で
は
な
く
、
貧
困
、
教
育
な
ど
に
か
ん
す
る
調
査
・
研
究
、
政
策
提
言
に
変
わ
る
。
ま
た
、
戦
闘
的
な
ア
フ
リ
カ
人
の
労
働
運
動
と
は
訣
別
、
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⑥

穏
健
な
エ
リ
ー
ト
層
を
相
手
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
協
議
会
運
動
は
一
九
三
〇
年
代
は
じ
め
、
南
ア
フ
リ
カ
の
各
地
に
拡
大
す
る
。
一
三
年
春
は
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
で
も
、
イ
ギ
リ
ス
系
の
大
学
教

員
、
国
教
会
の
聖
職
者
な
ど
が
カ
ラ
ー
ド
の
エ
リ
ー
ト
層
と
と
も
に
、
カ
ラ
ー
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
協
議
会
を
組
織
し
た
。
協
議
会
の
初
代
議

長
は
市
議
会
議
員
の
M
・
J
・
ア
ダ
ム
ズ
で
あ
る
が
、
三
六
年
に
は
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
大
学
の
教
員
で
社
会
学
者
の
E
・
バ
ス
ト
ン
に
交
代
し
た
。

一
方
、
幹
事
は
カ
ラ
ー
ド
で
教
員
の
A
・
J
・
B
・
デ
ズ
モ
ア
が
務
め
て
い
る
。
協
議
会
は
「
合
法
的
な
手
段
」
、
と
く
に
「
カ
ラ
ー
ド
の

人
々
に
影
響
す
る
地
域
的
、
な
い
し
全
国
的
な
諸
問
題
の
科
学
的
調
査
」
に
よ
っ
て
、
「
非
熟
練
労
働
者
の
賃
金
の
上
昇
」
、
「
住
宅
事
情
の
改

善
」
、
「
教
育
の
改
善
」
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
三
二
年
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
系
が
所
有
し
カ
ラ
ー
ド
が
編
集
す
る
週
刊
の
『
サ
ン
駄
紙
が
、

協
議
会
の
事
実
上
の
機
関
紙
と
し
て
刊
行
を
は
じ
め
た
。
ま
た
同
年
に
は
、
成
員
が
～
、
五
〇
〇
人
に
達
し
て
い
る
。
調
査
・
研
究
と
政
策
提

言
に
力
点
を
お
く
運
動
の
性
格
に
比
し
て
、
少
な
い
と
は
い
え
ま
い
。
こ
こ
で
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
政
党
を
め
ぐ
る
状
況
に
目
を
転
じ
る

と
、
三
三
年
、
南
ア
フ
リ
カ
党
は
国
民
党
と
、
不
況
を
理
由
と
し
て
挙
国
～
致
内
閣
を
つ
く
り
、
三
四
年
に
は
合
同
し
連
合
党
を
結
成
し
て
い

る
。
南
ア
フ
リ
カ
党
の
消
滅
に
よ
り
、
協
議
会
は
カ
ラ
ー
ド
・
エ
リ
ー
ト
層
に
と
っ
て
、
政
策
に
影
響
を
与
え
る
唯
一
の
現
実
的
な
選
択
肢
と

な
っ
た
。
政
府
は
三
四
年
、
協
議
会
の
提
案
に
も
と
づ
き
、
カ
ラ
ー
ド
の
貧
困
、
教
育
な
ど
に
つ
い
て
調
査
す
る
ウ
イ
ル
コ
ッ
ク
ス
委
員
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

設
置
し
て
い
る
。
退
潮
著
し
い
A
P
O
も
、
協
議
会
と
の
連
携
に
傾
い
て
い
っ
た
。

　
し
か
し
、
協
議
会
運
動
が
重
要
な
の
は
、
運
動
に
か
か
わ
っ
た
二
人
の
リ
ベ
ラ
ル
派
の
歴
史
家
　
　
マ
ク
ミ
ラ
ン
と
J
・
S
・
マ
レ
ー
（
一

八
九
八
－
一
九
六
九
年
）
1
が
最
初
期
の
カ
ラ
ー
ド
の
歴
史
を
著
し
た
た
め
で
も
あ
る
。
第
一
の
マ
ク
ミ
ラ
ン
は
一
八
八
五
年
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
で
誕
生
、
九
～
年
、
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
の
父
と
と
も
に
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
近
郊
の
ス
テ
レ
ン
ボ
ッ
シ
ュ
に
移
住
し
た
。
一
九

〇
六
年
に
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
近
代
史
専
攻
を
卒
業
す
る
が
、
関
心
は
歴
史
よ
り
救
貧
と
社
会
改
革
に
あ
り
、
一
一
年
に
は
フ
ェ
ビ

ア
ン
協
会
に
入
会
し
た
。
同
年
に
は
東
ケ
ー
プ
・
グ
ラ
ハ
ム
ズ
タ
ウ
ン
の
ロ
ー
ズ
・
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
に
就
職
す
る
が
、
研
究

の
主
題
は
「
プ
ア
・
ホ
ワ
イ
ト
」
問
題
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
七
年
、
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
の
南
ア
フ
リ
カ
鉱
山
・
技
術
専
門
学
校
（
一
三
年
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ウ
ィ
ッ
ト
ウ
ォ
！
タ
ー
ス
ラ
ン
ト
大
学
に
改
組
）
に
異
動
す
る
と
、
関
心
は
ア
フ
リ
カ
人
に
移
る
。
一
　
二
年
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
・
ア
フ
リ
カ
人
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

議
会
の
一
員
と
な
り
、
ジ
ョ
ブ
・
カ
ラ
ー
・
バ
ー
に
た
い
す
る
抗
議
行
動
な
ど
に
も
参
加
し
た
。
こ
の
こ
ろ
マ
ク
ミ
ラ
ン
は
、
同
じ
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
の
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
出
身
で
、
一
九
世
紀
前
半
の
ケ
ー
プ
植
民
地
に
お
い
て
ロ
ン
ド
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
協
会
の
最
高
責
任
者
で
あ
っ
た

J
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
（
一
七
七
七
t
一
八
五
一
年
）
の
文
書
を
、
子
孫
の
付
託
に
よ
り
入
手
す
る
。
『
ケ
ー
プ
の
人
種
問
題
』
（
一
九
二
七
年
目
は
フ

ィ
リ
ッ
プ
文
書
に
も
と
づ
い
た
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
に
と
っ
て
初
の
本
格
的
な
歴
史
研
究
で
あ
る
。
一
九
一
二
〇
世
紀
転
換
期
の
南
ア
フ
リ
カ
史
碕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

究
で
は
入
植
者
が
主
役
で
あ
り
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
そ
の
利
益
を
ふ
み
に
じ
る
敵
役
で
し
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
マ
ク
ミ
ラ
ン
は
、
同
じ
「
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
帝
国
」
、
「
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
の
帝
国
」
に
属
す
る
こ
の
人
物
が
、
い
か
に
先
住
民
の
法
的
不
平
等
の
改
善
、
奴
隷
制
の
廃
止
な

ど
に
尽
力
し
た
か
を
主
題
と
し
て
い
る
（
『
人
種
間
護
の
構
成
に
つ
い
て
は
表
二
参
照
）
。

『
入
種
問
題
喚
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
尽
力
の
対
象
と
な
っ
た
カ
ラ
ー
ド
の
歴
史
で
も
あ
っ
た
。
マ
ク
ミ
ラ
ン
が
強
調
し
た
の
は
こ
の
人
々
の

「
進
歩
」
で
あ
る
。
当
時
の
南
ア
フ
リ
カ
で
は
、
カ
ラ
ー
ド
は
混
血
ゆ
え
に
不
完
全
で
劣
っ
て
い
る
、
と
し
た
ユ
ダ
ヤ
系
の
S
・
G
こ
ミ
リ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

（…

ｪ
八
八
1
～
九
六
八
年
）
の
小
説
『
神
の
継
子
た
ち
撫
（
～
九
二
四
年
）
が
多
数
の
読
者
を
獲
得
し
て
い
た
。
し
か
し
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
反
論
す
る
。

　
　
　
－
〔
か
つ
て
〕
「
浮
浪
」
か
つ
軽
蔑
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
い
わ
ゆ
る
ホ
ッ
テ
ン
ト
ッ
ト
は
　
八
三
〇
年
代
に
は
す
で
に
、
今
日
の
カ
ラ
ー
ド
の
人
々
と

　
外
見
上
た
い
し
て
違
わ
な
い
混
血
の
人
種
と
な
っ
た
。
そ
の
進
歩
は
、
ゆ
え
に
非
常
に
重
要
で
あ
り
…
…
そ
の
歴
史
は
つ
ま
り
、
身
体
的
に
劣
っ
た
血
統
で
、

　
も
と
も
と
バ
ン
ト
ゥ
ー
ほ
ど
能
力
も
な
く
、
農
業
の
兆
し
も
な
い
遊
牧
の
原
住
民
の
子
孫
が
い
か
に
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
諸
特
権
を
完
全
に
共
有
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
の
に
十
分
と
考
え
ら
れ
る
文
明
の
標
準
を
達
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
、
と
い
う
物
語
で
あ
る
。
…
…

～
方
で
マ
ク
ミ
ラ
ン
は
、
カ
ラ
ー
ド
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
の
混
血
ゆ
え
に
優
れ
て
い
る
、
と
す
る
A
P
O
以
来
の
主
張
も
否
定
し
た
。
『
人
種

問
題
』
は
以
下
の
よ
う
に
カ
ラ
ー
ド
の
文
明
性
、
な
い
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
性
を
重
視
す
る
。

　
　
…
－
多
く
の
カ
ラ
ー
ド
の
人
々
が
〔
純
血
の
バ
ン
ト
ゥ
ー
よ
り
〕
疑
い
な
く
一
般
に
優
れ
て
い
る
の
は
お
そ
ら
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
血
が
混
合
し
て
い
る
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　　　　　　　　表2W・M・マクミラン『ケープの人種間題（1927年）の構成

第1部　問題の背景

第1章 序

第2章 歴史地理とボーア人の起源

第3章 有色人種／未開の噴泉と文明化された法／1795年のホッテントットの地位

第4章 トーリー反動の時代の植民地政府

第5章 入道主義とミッショナリの運動一「エクセター・ホール」一

第2部　「ホッテントット」から「ユーラフリカン」へ

第6章 喜望峰における奴隷綱

第7章 1806年の南アフリカ／ミッショナリと有色人種の権利のための最初の闘い

第8章 ジョン・ブイリップ

第9章 1820年の入植者

第10章 ホッテントット問題の進展／フィリップの初期の態度

第11章 ホッテントット問題の重要性／「諸制度」の起源と機能

第12章 1822年のホッテントットの地位／法的無能力と労働問題

第13章 人種問題にかんする新たな見解／嵐の起こり

第14章 チャールズ・サマセット卿との政治的闘い

第15章 人種問題の再来／ホッテントットの解放／法令第50号

第16章 反動／1834年の浮浪法案／グレート・トレック

第17章 ケープの政治的自由の誕生

第18章 「ホッテントット」から「ユーラフリカン」へ

力
隔
（
三
〇
年
）
は
一
九
二
〇
年
代
の
ア
フ
リ
カ
人
の
　
9
1

プ
と
ア
フ
リ
カ
人
と
の
関
係
、
『
錯
綜
の
南
ア
フ
リ

（91）

て
も
、
徹
底
的
な
自
由
を
政
策
の
基
準
と
す
る
よ
う

　
　
　
　
　
⑫

説
い
て
い
る
。
同
書
に
つ
づ
く
『
バ
ン
ト
ゥ
ー
、

ボ
ー
ア
、
ブ
リ
ト
ン
』
（
一
九
二
九
年
）
は
フ
ィ
リ
ッ

心
を
示
し
た
が
、
よ
り
大
き
な
関
心
は
「
今
日
の
状

況
」
、
つ
ま
り
「
バ
ン
ト
ゥ
ー
問
題
」
に
あ
っ
た
。

『
人
種
問
題
隔
は
一
九
世
紀
前
半
の
カ
ラ
ー
ド
と
同

様
に
～
九
二
〇
年
代
の
「
バ
ン
ト
ゥ
ー
」
に
た
い
し

人
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ば
か
り
で
な
く
カ
ラ
ー
ド
に
も
関

こ
の
よ
う
に
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

同
書
は
、
混
血
性
が
ま
と
わ
り
つ
く
「
カ
ラ
ー
ド
」

で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
性
を
強
調
す
る
「
ユ
ー
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

フ
リ
カ
ン
」
の
語
の
使
用
を
提
起
し
て
も
い
る
。

接
触
の
た
め
で
あ
る
。

習
熟
し
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
測
り
し

れ
な
い
利
点
、
つ
ま
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
と
の
長
い

か
ら
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
習
慣
的

に
用
い
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
し
ば
し
ば
英
語
に
も



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窮
乏
化
を
主
題
と
し
た
（
隅
人
種
問
題
睡
と
合
わ
せ
て
「
三
部
作
」
）
。
マ
ク
ミ
ラ
ン
は
三
〇

』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
・
ア
フ
リ
カ
人
協
議
会
の
議
長
と
な
る
が
、
運
動
の
軟
化
を
批
判
す

ぐ
倣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
な
ど
先
鋭
的
で
あ
っ
た
た
め
、
～
二
三
年
に
は
政
府
の
圧
力
に
よ
り
大
学
を
辞
し
て
い
る
。

ド

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
は
同
年
以
降
、
活
動
の
拠
点
を
イ
ギ
リ
ス
に
移
し
、
『
ケ
ン
ブ
リ

ラ
ヵ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ッ
ジ
・
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
曝
の
カ
ラ
ー
ド
の
章
を
執
筆
す
る
な
ど
、
レ
イ
バ
ー
を
代
表
す

ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
帝
国
聞
題
の
論
客
と
な
っ
て
い
っ
た
。

ケ
成
田
嚇
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ク
、
、
、
ラ
ン
の
『
人
種
問
題
』
を
引
き
継
い
で
、
ヨ
占
。
パ
系
に
よ
る
最
初
の
本
格

牲
射
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的
な
カ
ラ
ー
ド
の
歴
史
を
著
し
た
の
は
マ
レ
ー
で
あ
る
。
マ
レ
ー
は
一
八
九
八
年
、
ケ
！

の
　
　
げ

唱
鵬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
タ
ウ
ン
近
郊
の
パ
ー
ル
で
誕
生
、
一
九
二
〇
年
代
前
半
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で

　
く
J
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歴
史
を
学
ぶ
が
、
博
士
論
文
は
『
ニ
ュ
ー
ジ
1
ラ
ン
ド
の
植
民
地
一
一
で
あ
っ
た
。
大
学

表　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
出
る
と
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
が
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
で
『
人
種
問
題
』
を
執
筆
中
の
ウ
ィ
ッ
ト
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
ン
ト
大
学
臨
時
講
師
を
経
て
、
二
七
年
、
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
大
学
に
就
職
し

た
。
マ
レ
ー
は
こ
こ
で
、
上
司
の
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
奨
め
に
よ
り
カ
ラ
ー
ド
の
歴
史
を
研
究
す
る
よ
う
に
な
る
。
同
町
に
、
カ
ラ
ー
ド
・
ヨ
ー
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ッ
パ
人
協
議
会
の
一
員
と
も
な
り
、
三
〇
年
代
来
に
は
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
委
員
会
の
勧
告
の
実
行
を
政
府
に
求
め
る
運
動
を
リ
ー
ド
し
た
。
こ

う
し
た
研
究
、
運
動
の
集
大
成
が
『
ケ
ー
プ
・
カ
ラ
ー
ド
の
人
々
』
（
一
九
三
九
年
）
で
あ
る
（
構
成
に
つ
い
て
は
表
三
参
照
）
。
同
書
は
起
源
と
し

て
の
オ
ラ
ン
ダ
領
時
代
に
は
じ
ま
り
（
第
一
章
）
、
内
陸
部
に
逃
散
し
た
「
グ
リ
カ
」
と
「
バ
ス
タ
ー
ド
」
の
～
九
世
紀
以
降
の
状
況
を
挟
ん
で

（
第
二
、
三
章
）
、
奴
隷
制
廃
止
前
後
の
イ
ギ
リ
ス
領
ケ
ー
プ
植
民
地
に
移
る
（
第
四
－
六
章
）
。
次
い
で
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
内

外
の
よ
う
す
を
経
て
（
第
七
、
八
章
）
、
二
〇
世
紀
の
貧
困
、
教
育
、
選
挙
権
に
つ
い
て
論
じ
る
（
第
九
章
）
。
マ
レ
ー
は
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
の
『
人

種
問
題
』
を
挑
戦
的
と
称
賛
し
た
。
し
か
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
入
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
と
ア
フ
リ
カ
人
に
た
い
す
る
関
心
が
勝
っ
て
い
た
マ
ク
ミ

第1章 起源

第2章 グリカ

第3章 バスタードと北西部の植民地化

第4章 植民地のホッテントットG795－1828年）

第5章 解放

第6章 結果

第7章 カット川入植

第8章 解放以降のミッショナリ諸子

第9章 後の時代

第10章 結論
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一九二、三〇年代南アフリカのカラード（堀内）

ラ
ン
と
の
違
い
は
明
白
で
あ
る
。
『
ケ
ー
プ
・
カ
ラ
ー
ド
の
人
々
』
は
グ
リ
カ
、
パ
ス
タ
1
ド
、
当
周
に
よ
る
実
験
的
な
「
ホ
ッ
テ
ン
ト
ッ
ト
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

の
カ
ッ
ト
川
入
植
な
ど
に
か
ん
す
る
初
の
研
究
で
あ
っ
た
。

　
マ
レ
ー
は
一
方
で
、
カ
ラ
ー
ド
に
か
ん
す
る
マ
ク
ミ
ラ
ン
の
主
張
の
多
く
を
踏
襲
し
て
い
る
。
『
ケ
ー
プ
・
カ
ラ
ー
ド
の
人
々
輪
は
ま
ず
、

「〔

o
ン
ト
ゥ
ー
と
違
っ
て
〕
カ
ラ
ー
ド
が
今
日
、
わ
れ
わ
れ
と
異
な
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
」
と
し
、
そ
の
理
由
を
、
「
カ
ラ
ー
ド
の
多
く
が
、

南
ア
フ
リ
カ
の
多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
よ
り
『
文
明
化
さ
れ
た
』
様
式
で
生
活
し
て
い
る
」
こ
と
に
求
め
る
。
こ
こ
で
い
う
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
」
と
は
、
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
を
支
持
し
、
ジ
ョ
ブ
・
カ
ラ
ー
・
バ
ー
に
よ
る
救
済
の
対
象
と
な
っ
た
プ
ア
・
ホ
ワ
イ
ト
の

こ
と
で
あ
る
。
同
書
は
ま
た
、
「
南
ア
フ
リ
カ
人
の
人
種
偏
見
は
、
カ
ラ
ー
ド
の
『
血
』
の
本
質
的
劣
等
性
を
揺
る
ぎ
な
く
信
じ
て
い
る
こ
と

に
よ
る
」
と
も
記
し
た
。
こ
の
よ
う
に
カ
ラ
ー
ド
の
文
明
性
を
重
視
し
、
混
血
に
た
い
す
る
偏
見
を
批
判
す
る
点
に
お
い
て
、
マ
レ
ー
と
マ
ク

ミ
ラ
ン
と
の
違
い
は
少
な
い
。
し
か
し
マ
レ
ー
は
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
が
提
起
し
た
ユ
ー
ラ
フ
リ
カ
ン
の
語
は
使
わ
ず
、
か
え
っ
て
タ
イ
ト
ル
に
ま

で
カ
ラ
ー
ド
の
語
を
用
い
て
い
る
。
更
に
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
〔
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
〕
と
別
個
な
カ
ラ
ー
ド
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、
用
語
を
ど

の
よ
う
に
現
実
的
に
解
釈
し
て
も
存
在
し
な
い
」
こ
と
も
強
調
す
る
。
一
九
三
六
年
、
ケ
ー
プ
の
ア
フ
リ
カ
人
が
三
人
の
「
白
人
原
住
民
代

表
」
に
し
か
投
票
で
き
な
く
な
る
と
、
こ
う
し
た
選
挙
権
分
離
が
カ
ラ
ー
ド
に
も
拡
大
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
懸
念
が
高
ま
っ
た
。
マ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ミ
ラ
ン
が
『
人
種
問
題
』
を
執
筆
し
た
二
〇
年
代
よ
り
、
事
態
は
深
刻
に
な
っ
て
い
た
。

　
た
だ
し
、
『
ケ
ー
プ
・
カ
ラ
ー
ド
の
人
々
陳
は
マ
レ
ー
に
と
っ
て
、
唯
一
の
カ
ラ
ー
ド
に
か
ん
す
る
著
書
と
な
っ
た
。
一
九
四
〇
年
代
前
半

に
は
一
八
世
紀
宋
の
入
植
者
と
ア
フ
リ
カ
人
と
の
遭
遇
を
研
究
す
る
も
の
の
、
四
五
年
、
ウ
ィ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
ン
ト
大
学
に
異
動
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

と
、
フ
ィ
ー
ル
ド
も
一
九
世
紀
末
の
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
共
和
国
に
移
し
た
。
以
上
の
よ
う
に
マ
ク
ミ
ラ
ン
も
マ
レ
ー
も
、
カ
ラ
ー
ド
に
た
い

す
る
関
心
が
一
過
性
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
反
英
的
な
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の
対
抗
の
　
部
に
過
ぎ
な
か
っ
た
、

と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
協
議
会
運
動
の
実
践
と
一
体
で
、
か
つ
混
血
性
で
は
な
く
文
明
性
に
カ
ラ
ー
ド
の
優
越
の
根
拠
を
求
め
た

二
人
の
著
書
は
、
同
世
代
、
次
世
代
の
イ
ギ
リ
ス
系
と
カ
ラ
ー
ド
の
歴
史
叙
述
に
も
影
響
を
与
え
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
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①
二
〇
世
紀
は
じ
め
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
を
と
り
ま
く
状
況
の
変
化
に
つ
い
て
は
、

　
拙
稿
「
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
結
成
と
㎎
和
解
』
の
創
出
」
欄
史
林
騙
八
五
巻
三
号

　
（
二
〇
〇
二
年
）
。
同
「
ミ
ル
ナ
ー
・
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
南
ア
フ
リ
カ
経
験

　
（
一
八
九
九
－
一
九
〇
二
年
）
と
魍
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
厩
『
史
林
融
八
六
巻
六

　
口
万
（
二
〇
〇
三
年
・
）
。

②
マ
ラ
ン
は
一
九
一
九
年
に
も
、
カ
ラ
ー
ド
を
対
象
と
し
た
統
一
ア
フ
リ
カ
ー
ナ

　
連
盟
を
組
織
し
て
い
る
。
そ
の
名
称
は
、
カ
ラ
ー
ド
も
ま
た
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
（
ア

　
フ
リ
カ
ー
ン
ス
語
話
者
）
で
あ
る
と
の
主
張
に
よ
る
。
し
か
し
、
連
盟
と
密
接
な

　
関
係
に
あ
っ
た
㎎
ク
ラ
リ
オ
ン
㎞
紙
も
英
語
を
基
本
的
な
使
用
言
語
と
し
た
。
連

　
盟
は
カ
ラ
ー
ド
の
支
持
を
獲
得
で
き
ず
、
工
～
年
、
活
動
を
停
止
し
た
。

　
Ω
嵩
O
日
Φ
ρ
．
累
O
ギ
菊
鋤
O
一
巴
閃
羅
5
0
窪
ω
Φ
帖
5
匹
〉
腎
砕
曽
5
Φ
「
自
二
郎
瓢
O
O
δ
自
「
Φ
α
H
創
Φ
膨
鉱
－

　
け
δ
ω
．
’
℃
P
卜
⊃
O
多
雪
卜
◎
．
以
下
も
参
照
。
い
①
惹
ρ
じ
σ
無
ミ
§
馬
ミ
僑
自
粛
騎
鳩
ミ
導
鴨

　
導
舞
O
P
一
ト
⊃
卜
。
∴
吋
①
．

③
マ
ラ
ン
は
同
盟
を
組
織
し
た
の
と
同
じ
…
九
二
五
年
、
ケ
ー
プ
・
マ
レ
ー
協
会

　
を
組
織
、
マ
レ
ー
系
を
カ
ラ
ー
ド
と
分
断
し
た
。
奪
ミ
噂
や
一
ω
ド

④
岡
盟
に
つ
い
て
は
、
2
δ
ヨ
①
Φ
噂
．
瓢
。
コ
ー
力
唱
。
巨
牢
磐
。
募
Φ
磐
α
〉
眩
惹
5
興

　
雪
α
O
o
δ
霞
①
鳥
置
①
口
け
錠
Φ
ω
．
■
琶
．
鎗
N
山
卜
。
ρ
以
下
も
参
照
。
い
①
三
ρ
b
σ
ミ
§
§

　
さ
恥
§
誌
§
燵
導
流
き
N
押
O
b
」
ト
っ
o
Q
山
ω
H
．

⑤
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
・
ア
フ
リ
カ
人
協
議
会
と
南
ア
フ
リ
カ
人
種
関
係
研
究
所
に
つ

　
い
て
は
、
西
。
芦
§
§
、
o
ミ
ミ
§
職
暮
僑
卜
凡
9
ミ
N
G
§
防
職
§
ら
魯
O
P
H
O
山
卜
σ
’

⑥
カ
ラ
ー
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
協
議
会
と
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
委
員
会
に
つ
い
て
は
、

　
い
①
≦
塑
し
ロ
ミ
ミ
Q
ミ
N
妹
、
ミ
§
、
鳴
ミ
ミ
ミ
鳴
き
N
卜
O
℃
」
㎝
や
｝
①
9

⑦
拙
稿
「
マ
ク
ミ
ラ
ン
」
、
五
1
＝
頁
。

⑧
た
と
え
ば
、
ρ
竃
．
↓
冨
巴
．
⑦
§
き
導
§
（
い
。
謬
8
コ
レ
。
。
㊤
鼻
ご
ρ
国
．
O
o
蔓
畢

　
冨
Q
沁
蹄
恥
駄
の
O
N
ミ
糾
奪
勘
9
㎝
＜
O
び
（
い
8
α
O
鎖
お
｝
O
山
Φ
ω
O
）
・
マ
ク
ミ
ラ
ン
じ

　
し
ん
の
先
行
研
究
批
判
は
、
≦
．
ζ
9
竃
碧
竃
厳
嘗
．
↓
ぎ
○
§
僑
G
o
N
o
ミ
◎
へ
鳴
㍗

　
勘
ミ
N
、
》
壽
8
蔑
6
ミ
9
ミ
噌
塁
（
い
O
冨
山
O
算
6
ト
の
刈
）
．
O
P
9
9

⑨
G
。
．
Q
鼠
葭
戸
O
ミ
、
奇
い
§
昏
ミ
ミ
＼
§
6
巷
Φ
↓
。
≦
5
」
8
φ
以
下
も
参
照
。

　
H
9
↓
ぎ
の
9
ミ
田
導
勘
§
胡
（
い
O
コ
住
o
P
H
8
①
ご
＜
■
男
㊦
σ
H
⊆
貧
ざ
ミ
鳩
ミ
｝
　
～
ミ

　
G
ミ
ミ
ミ
㌦
↓
ぎ
．
G
ミ
。
袋
羅
犠
、
9
ミ
s
嘗
帖
§
の
。
ミ
討
寺
蝕
織
篭
卜
賊
慰
ミ
ミ
鳶

　
（
い
O
箒
α
O
劉
お
o
Q
ζ

⑩
竃
帥
∩
罠
惹
戸
○
愚
鴨
O
§
ミ
◎
ミ
疑
§
や
〆

⑪
ミ
猟
薯
』
O
①
幽
Φ
刈
．

⑫
ミ
9
P
×
．

⑬
岸
↓
b
o
ミ
§
》
じ
σ
。
§
§
ミ
し
噂
ミ
§
㌔
冨
鳴
§
ぎ
お
薄
暮
鴨
⑦
。
ミ
曽
奪
§
謡

　
き
欺
器
℃
ミ
ミ
鴨
ミ
曾
O
口
α
O
昌
響
6
卜
。
㊤
）
一
準
■
G
ミ
、
S
N
畏
の
。
軸
へ
さ
寒
凡
自
㍉
誌
謡

　
肉
8
篭
ミ
ミ
q
き
O
㍗
き
討
な
越
可
鳳
O
蔭
（
い
O
鋒
篇
O
コ
、
｝
Φ
Q
Q
O
）
．

⑭
團
α
．
噂
．
穿
①
甲
。
ぴ
δ
ヨ
。
h
窪
Φ
O
。
δ
二
居
巴
℃
Φ
8
す
嵩
O
卜
。
山
遷
客
。
．
騒
ぎ
〉
．
勺
．

　
冒
Φ
芝
8
ロ
窪
島
両
．
〉
．
し
u
Φ
臨
碧
ω
（
①
噺
ω
し
噛
↓
》
笥
曾
ミ
町
焼
愈
ミ
リ
ミ
蛙
駄
ミ
鴨

　
し
口
適
勘
恥
款
両
ミ
誉
越
噌
O
卜
○
◎
㌔
的
O
N
へ
導
ミ
㌧
ら
§
謁
隷
O
職
跨
貯
ミ
ミ
ミ
偽
㌔
、
ミ
轟
き
ミ
、
携

　
（
O
餌
層
理
誌
ひ
Q
ρ
冨
ω
曾
以
上
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
マ
ク
ミ
ラ
ン
」
、
一
五

　
一
二
〇
頁
。
な
お
、
レ
イ
バ
ー
の
マ
ク
ミ
ラ
ン
を
リ
ベ
ラ
ル
と
す
る
こ
と
は
イ
ギ

　
リ
ス
史
で
は
不
適
切
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
南
ア
フ
リ
カ
史
の
慣
例
に
従
う
。

⑮
｝
φ
竃
曽
量
ρ
↓
ぎ
O
ミ
§
帖
§
凡
§
駄
冬
ミ
恕
ミ
§
ミ
○
昏
厭
9
6
§
9

⑯
○
ω
国
§
α
嘆
ρ
↓
ぎ
さ
ぎ
お
ミ
§
⑦
ミ
馬
ミ
導
帖
§
鴨
き
鴇
ミ
ミ
ミ

　
衷
冒
ミ
貯
浅
ミ
N
沁
§
鴨
ミ
執
犠
O
貯
膀
（
O
p
。
矯
Φ
日
。
≦
管
お
Q
o
Q
Q
）
、
ロ
P
に
祭
鵠
9
轡
Φ
毛
鍵

　
し
d
ミ
ミ
爲
謡
き
偽
§
越
§
ミ
き
鳴
§
舞
P
ド
①
9
ウ
ォ
ー
カ
ー
が
一
九
三
六
年
、
ケ

　
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
異
動
す
る
と
、
マ
レ
ー
は
、
ミ
ル
ナ
ー
・
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ

　
ン
が
刊
行
し
て
い
た
魍
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
ブ
ル
四
海
の
南
ア
フ
リ
カ
問
題
担
当
を

　
引
き
継
ぎ
、
三
八
年
に
は
カ
ラ
ー
ド
に
つ
い
て
寄
稿
し
て
い
．
る
。
Q
・
ψ
ζ
程
巴
ω
．
｝

　
、
ω
o
耳
ず
諺
ヰ
8
餌
H
　
↓
ロ
①
0
鋤
O
Φ
O
O
δ
¢
お
α
℃
Φ
O
b
δ
．
魍
沁
。
ミ
ミ
尋
ミ
鳴
卜
δ
G
◎
山
嵩

　
9
0
ω
Q
Q
ご
拙
稿
「
ウ
ォ
…
カ
i
」
、
九
四
頁
。

⑰
｝
φ
ζ
鋤
霞
ψ
ミ
ミ
§
鳴
9
N
§
＼
ミ
説
魯
貯
N
§
山
℃
鵯
（
臣
O
昌
α
O
冨
．
一
ゆ
ω
Φ
）
．

　
や
く
幽
P
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⑱
§
罫
g
．
N
。
。
ド
歯
。
。
ω
．

⑲
H
α
‘
§
ミ
ミ
§
ミ
き
鴨
ミ
ミ
b
口
。
ミ
肉
§
ミ
帯
（
9
需
↓
o
甫
唇
。
6
皇
二
住
‘

↓
、
結
隷
嵩
駄
專
繋
鷺
図
．
ω
物
魯
N
§
跨
（
O
区
♂
践
レ
ゆ
O
H
）
．
以
上
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、

ω
雲
5
α
興
ρ
さ
鳶
秘
郵
P
鷺
メ

第
三
章
　
カ
ラ
ー
ド
と
歴
史

一九二、三〇年代南アフリカのカラード（堀内）

　
本
章
で
は
、
カ
ラ
ー
ド
の
エ
リ
ー
ト
層
が
と
く
に
…
九
三
〇
年
代
、
自
己
の
歴
史
を
い
か
に
語
っ
た
の
か
を
検
討
し
て
い
く
。
第
　
章
に
記

し
た
と
お
り
、
A
P
O
は
カ
ラ
ー
ド
を
、
白
人
に
近
い
と
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ア
フ
リ
カ
人
と
区
別
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
こ
と
は
レ
イ

シ
ズ
ム
に
対
抗
す
る
戦
略
で
あ
っ
た
が
、
一
方
で
、
カ
ラ
ー
ド
と
白
入
と
の
区
別
は
あ
い
ま
い
に
な
る
。
二
〇
世
紀
は
じ
め
、
政
治
運
動
の
外

で
進
行
し
た
の
は
、
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
周
辺
の
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
と
の
区
別
を
従
来
保
証
し
て
き
た
奴
隷
時
代
の
記
憶
の
忘
却

と
、
カ
ラ
ー
ド
の
白
人
化
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
事
態
に
た
い
し
て
、
｝
九
三
〇
年
代
に
は
カ
ラ
ー
ド
・
エ
リ
ー
ト
層
に
よ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
明
確
化
が
顕
著
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
カ
ラ
ー
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
協
議
会
の
事
実
上
の
機
関
紙
で
あ
っ
た
『
サ
ン
』
紙
は
、
「
人
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
誇
り
」
の
重
要
性
を
強
調
し
、
そ
う
し
た
誇
り
の
欠
如
は
カ
ラ
ー
ド
の
統
一
と
前
進
を
妨
げ
る
、
と
論
じ
た
。
協
議
会
じ
た
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
も
の
の
、
名
称
に
カ
ラ
ー
ド
の
語
が
入
っ
た
最
初
の
政
治
組
織
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
種
の
誇
り
の
創
出
に
と
っ

て
も
っ
と
も
肝
要
な
手
段
は
「
歴
史
」
で
あ
っ
た
。

　
焦
点
の
一
つ
は
、
一
九
三
四
年
の
奴
隷
制
廃
止
一
〇
〇
周
年
に
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
協
議
会
と
の
連
携
に
傾
い
て
い
た
A
P
O
の
幹
部
で
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
拠
点
を
お
く
A
M
E
（
ア
フ
リ
カ
・
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
監
督
鋼
）
教
会
の
牧
師
の
H
・
F
・
ガ
ウ
（
一
八
八
七
－
一
九
六
八
年
）
が

指
導
的
な
役
割
を
担
っ
た
。
ガ
ウ
は
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
で
、
西
イ
ン
ド
諸
島
出
身
の
牧
師
で
あ
る
父
と
、
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
母
と
の
あ

い
だ
に
誕
生
し
た
。
一
九
〇
五
年
、
渡
米
し
、
A
M
E
教
会
の
ウ
イ
ル
バ
！
フ
ォ
ー
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
な
ど
で
神
学
を
修
め
牧
師
、
音
楽
教
師
と

な
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
は
合
衆
国
軍
に
従
軍
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
赴
い
て
い
る
。
二
五
年
に
は
帰
国
、
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
の
ウ
ィ
ル
バ
ー

ブ
・
i
ス
’
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ユ
ー
ト
校
長
を
経
て
・
午
プ
タ
ウ
ン
の
教
会
に
勤
め
る
こ
と
と
な
つ
畑
・
ガ
ウ
は
三
四
年
智
歯
廃
止
記
念
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日
の
二
一
月
一
日
に
礼
拝
で
、
も
と
奴
隷
の
娘
に
よ
る
父
の
体
験
の
語
り
聞
か
せ
を
復
活
、
信
徒
と
と
も
に
カ
ラ
ー
ド
地
区
の
デ
ィ
ス
ト
リ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ト
・
シ
ッ
ク
ス
を
行
進
し
た
。
し
か
し
、
一
〇
〇
周
年
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
翌
年
一
月
～
○
、
＝
日
の
、
カ
ラ
ー
ド
の
歴
史
を
主
題
と
す

る
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
（
野
外
劇
）
に
あ
っ
た
。
こ
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
、
『
ケ
ー
プ
・
ア
ー
ガ
ス
』
紙
の
後
援
に
よ
り
か
ウ
が
監
督
、
五
〇
〇
人
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

上
の
カ
ラ
ー
ド
が
出
演
し
た
も
の
で
あ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
当
時
副
首
相
の
ス
マ
ッ
ツ
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
、
首
相
の
ヘ
ル
ツ
ォ
ー
ク
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

A
P
O
議
長
の
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ー
マ
ン
も
名
を
連
ね
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で
は
白
人
の
役
割
も
無
視
で
き
な
か
っ
た
が
、
ガ
ウ
の
こ
と
ば
に
も
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
明
確
化
、
白
人

と
の
類
縁
性
の
強
調
が
併
存
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ガ
ウ
は
『
ア
ー
ガ
ス
』
紙
の
取
材
に
、
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
「
〔
個
別
の
歴
史
上
の
〕
で

き
ご
と
が
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
精
神
に
た
い
し
て
、
ま
た
今
日
、
目
覚
め
つ
つ
あ
る
民
族
の
意
識
に
お
い
て
な
に
を
意
味
す
る
か
を
示
す
」
と

　
　
⑥

答
え
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
、
「
わ
た
し
た
ち
南
ア
フ
リ
カ
の
カ
ラ
ー
ド
民
族
は
、
つ
い
に
人
種
意
識
－
誇
り
と
尊
厳
、
人
種
の
統
合
が
拡

大
す
る
こ
と
の
…
…
感
動
的
な
喜
び
　
　
に
到
達
し
つ
つ
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
人
種
の
統
合
」
と
は
、
南
ア
フ
リ
カ
の

「
バ
ン
ト
ゥ
ー
」
で
は
な
く
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
と
の
連
帯
の
意
で
あ
り
、
ガ
ウ
じ
し
ん
の
ル
ー
ツ
、
ア
メ
リ
カ
経
験
な
ど
が
色
濃
く
反

映
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
一
節
は
「
わ
た
し
た
ち
は
、
白
人
の
同
胞
に
負
う
も
の
に
も
深
く
感
謝
し
て
い
る
」
と
つ
づ
く
。
ジ
ョ
ブ
・

カ
ラ
ー
・
バ
ー
に
加
え
て
、
有
権
者
に
占
め
る
カ
ラ
ー
ド
の
割
合
が
低
下
し
た
時
代
、
白
人
と
の
共
通
性
の
主
張
も
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て

　
⑦
い
た
。

　
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
内
容
も
こ
う
し
た
二
面
性
を
抱
え
て
い
る
（
構
成
に
つ
い
て
は
表
四
参
照
）
。
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
詩
（
「
エ
チ
オ
ピ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

離
歌
」
）
、
霊
歌
の
利
用
は
、
ガ
ウ
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
「
人
種
の
統
合
」
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
カ
ラ
ー
ド
の
多
様
性
に
も
配
慮

し
、
先
住
民
（
第
～
幕
）
、
グ
リ
カ
の
首
長
ア
ダ
ム
・
コ
ッ
ク
（
第
四
幕
）
の
場
面
を
お
き
、
新
曲
「
マ
レ
ー
・
ク
ォ
ー
タ
ー
」
（
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
マ
レ
ー
系
地
区
の
こ
と
）
を
演
奏
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
国
民
党
政
権
に
た
い
す
る

配
慮
も
欠
か
し
て
い
な
い
。
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
リ
ー
ベ
ッ
ク
（
第
二
幕
）
、
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
共
和
国
・
オ
レ
ン
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一九二、三〇年代南アフリカのカラード（堀内）

表4　奴隷制度廃止IOO周年ページェント（1935年）の構成

ページェント・ブラスバンド／「エチオピア煩歌」／「オセロ」序曲（ページェント・オーケストラ）

第1幕 ホッテントット／ブッシュマン

第2幕 ヤン・ファン・リーベック，1652年

霊歌

第3幕 奴隷

霊歌

第4幕 入種混交／アダム・コック

第5幕 バントゥー

聖歌

第6幕 不屈で楽しい草原（フェルト）の民

グリカの歌

第7幕 イギリス人にたいするオランダ人の，ブラーウベルクの歴史的戦い（1806年）

エチオピア（合唱）

第8幕 イギリス人／工業化／ミッショナリ

「失われたコード」（独唱・合唱）／霊歌／「マレー・クォーター」（ページェント・オーケストラ）

第9幕 1834年／ウィルバーフォース　（ピット）

マルチイン・ルターの聖歌

第10幕 グレート・トレック／フォルトレッカーの福音

「アフリカに配慮を与えよ」／「鉱山の音楽」（独唱・合唱）

第11幕 リヴィングストンの事業／鉱業

第12幕 カーマ，1895年，ヴィクトリア女王

「これが秘密」（歌）／「ルール・ブリタニア」

第13幕 運動競技〔プログラムのみ／上演なし〕

第14幕 世界大戦〔プログラムのみ／上演なし〕

フィナーレ

「失われたコード」（1877年）はイギリスの喜歌劇（サヴォイ・オペラ）作曲家A・サリヴァン
（1842－1900年）の作品。他については本文参照。
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⑩

ジ
自
由
国
の
建
国
（
第
｝
○
幕
）
の
場
面
を
配
し
た
こ
と
は
そ
の
例
で
あ
る
。
奴
隷
（
第
三
幕
）
に
つ
い
て
も
、
主
題
は
オ
ラ
ン
ダ
系
入
植
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

よ
る
酷
使
で
は
な
く
、
医
学
未
発
達
の
時
代
に
天
然
痘
が
い
か
に
入
植
者
と
奴
隷
を
苦
し
め
た
か
で
あ
っ
た
。
更
に
一
八
〇
六
年
の
ブ
ラ
ー
ウ

ベ
ル
ク
の
戦
い
で
、
「
カ
ラ
ー
ド
民
兵
」
と
「
ホ
ッ
テ
ン
ト
ッ
ト
歩
兵
隊
」
が
イ
ギ
リ
ス
の
侵
略
に
た
い
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
系
入
植
者
と
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
「
母
国
を
防
衛
」
し
た
こ
と
も
強
調
し
て
い
る
（
第
七
幕
）
。
た
し
か
に
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
、
カ
ラ
ー
ド
の
ケ
ー
プ
歩
兵
軍
団
が
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ギ
リ
ス
帝
国
の
勝
利
に
貢
献
し
た
こ
と
も
扱
っ
て
い
る
が
（
第
一
四
幕
）
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
み
で
上
演
は
な
か
っ
た
。

　
も
っ
と
も
、
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
全
体
と
し
て
重
視
し
た
の
は
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
の
活
躍
で
あ
る
。
人
種
混
交
（
第
四
幕
）
に
か
ん
し
て
も
、
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

容
は
オ
ラ
ン
ダ
人
船
医
と
、
「
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た
」
ホ
ッ
テ
ン
ト
ッ
ト
の
少
女
と
の
「
結
婚
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

主
要
な
関
心
は
一
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
帝
国
に
あ
っ
た
。
と
く
に
、
ケ
ー
プ
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
奴
隷
制
廃
止
と
い
う
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
家
ウ

ィ
ル
バ
ー
フ
ォ
ー
ス
と
ピ
ッ
ト
の
理
想
を
い
か
に
実
現
し
た
か
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
（
第
九
幕
）
。
こ
の
こ
と
は
、
ガ
ウ
が
ウ
イ
ル
バ
ー
フ

ォ
ー
ス
の
名
を
冠
す
る
学
校
を
遍
歴
し
た
事
実
と
と
も
に
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
の
鴨
人
種
問
題
』
の
影
響
を
思
わ
せ
る
。
た
だ
し
、
両
者
の
関
係
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

つ
い
て
直
接
的
な
証
拠
は
な
い
。
話
題
は
次
い
で
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
と
同
じ
く
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
の
リ
ヴ
ィ
ン
グ
ス
ト
ン
に
移

　
　
　
　
⑯

る
（
第
＝
幕
）
。
ま
た
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
終
わ
り
は
、
ベ
チ
ュ
ア
ナ
ラ
ン
ド
（
現
ボ
ツ
ワ
ナ
）
の
王
妃
ー
マ
が
一
八
九
五
年
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

女
王
よ
り
聖
書
（
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
偉
大
さ
の
秘
密
」
）
を
拝
領
す
る
場
面
（
第
～
二
幕
）
と
愛
国
歌
「
ル
ー
ル
・
ブ
リ
タ
ニ
ア
」
で
あ
っ
た
（
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

～
三
幕
以
降
は
上
演
が
な
か
っ
た
）
。

　
白
人
中
心
主
義
的
な
カ
ラ
ー
ド
の
歴
史
は
、
教
育
の
領
域
で
は
一
層
顕
著
と
な
る
。
一
九
三
六
年
、
カ
ラ
ー
ド
教
員
養
成
大
学
は
は
じ
め
て
、

白
人
校
と
異
な
る
歴
史
教
科
書
を
用
い
た
。
こ
の
教
科
書
は
、
A
P
O
の
関
連
団
体
で
あ
っ
た
カ
ラ
ー
ド
教
員
連
盟
の
幹
部
で
、
大
学
教
員
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

D
・
W
・
ヘ
ン
ド
リ
ク
ス
と
C
・
J
・
ヴ
ィ
リ
ュ
ン
が
執
筆
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
公
定
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
る

こ
と
が
な
か
っ
た
（
構
成
に
つ
い
て
は
表
五
参
照
）
。
ま
ず
、
南
ア
フ
リ
カ
史
と
カ
ラ
ー
ド
に
か
ん
す
る
記
述
じ
た
い
が
少
な
か
っ
た
。
南
ア
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

リ
カ
史
は
全
三
部
中
一
部
（
二
六
四
頁
中
一
～
五
頁
）
、
内
カ
ラ
ー
ド
は
一
六
、
一
七
、
二
〇
、
二
四
章
に
登
場
す
る
（
計
一
三
頁
）
の
み
で
あ
る
。
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⑳

ま
た
、
先
住
民
に
つ
い
て
も
偏
見
は
強
く
、
野
蛮
で
盗
癖
が
あ
り
怠
惰
と
記
し
た
。
一
方
で
、
奴
隷
、
混
血
の
人
々
が
オ
ラ
ン
ダ
系
入
植
者
の

規
律
、
職
業
訓
練
、
宗
教
に
よ
っ
て
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
積
極
的
か
つ
建
設
的
な
諸
力
に
従
っ
て
い
っ
た
」
と
す
る
と
こ
ろ
は
前
年
の
ぺ
一

　
　
　
　
　
　
⑳

ジ
ェ
ン
ト
に
近
い
。
更
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
の
役
割
を
重
視
す
る
点
は
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
の
『
人
種
問
題
』

　
　
　
　
　
　
⑫

と
共
通
し
て
い
る
。

　
　
九
三
八
年
に
は
、
カ
ラ
ー
ド
じ
し
ん
に
よ
る
最
初
の
本
格
的
な
歴
史
と
な
る
『
褐
色
の
南
ア
フ
リ
カ
瞬
も
世
に
出
た
。
古
書
は
、
ケ
ー
プ

タ
ウ
ン
の
カ
ラ
ー
ド
地
区
で
あ
っ
た
「
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
・
シ
ッ
ク
ス
の
教
授
」
C
・
ジ
ー
ア
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
（
一
九
〇
三
－
五
七
年
）
が
著
し
て

い
る
。
ジ
ー
ア
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
は
多
種
多
様
な
仕
事
を
し
つ
つ
独
学
し
、
一
九
三
四
…
三
九
年
に
は
ハ
イ
マ
ン
・
リ
ー
バ
マ
ン
会
館
の
初
代
司
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
務
め
た
。
こ
の
会
館
は
三
四
年
、
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
市
が
も
と

教
群
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
長
リ
ー
バ
マ
ン
の
遺
贈
と
カ
ー
ネ
ギ
ー
財
団
の
助
成
に
よ
り

『
成ン
養
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
・
シ
ッ
ク
ス
に
設
立
し
た
も
の
で
、
図
書
室
、

綴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
育
所
・
ク
ラ
ブ
・
教
育
活
動
の
響
…
を
兼
ね
て
い
勧
・
会
館

ヴ
一・
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
初
代
名
誉
館
長
は
カ
ラ
ー
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
入
協
議
会
第
二

J
力

鵜
　
　
　
　
　
準
準
『
ン
で
。
ン
ー
ア
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
も
同
協
議
、
、
の

り
史
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
褐
色
の
南
ア
フ
リ
カ
紬
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
カ
ラ
ー
ド
の

磁
騨へ
驚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
・
と
人
種
問
題
；
九
三
六
年
）
に
次
ぐ
ジ
ー
ア
ヴ
・
ー
ゲ

冊
墾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
の
第
二
作
で
・
犠
会
の
『
サ
ン
』
紙
に
寄
稿
し
た
事
功

D
員
嗣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
M
E
教
会
で
の
講
演
な
ど
を
ま
と
め
て
い
る
（
構
成
に
つ
い

ら表　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
は
表
六
参
照
）
。
『
褐
色
の
南
ア
フ
リ
カ
』
は
ま
ず
先
住
民
に

序

第1部　全体史〔1－8章／略〕

第2部　イギリス帝国の成長〔9級4章／略〕

第3部　南アフリカ史と市民の道徳

第15章 序

第16章 ケープ，1652－1679年

置17章 ケープ，1679－1795年

第18章 会社支配の最後の日々

第19章 ケープ，！795－！806年

第20章 ケープ，1806－1836年

第21章 グレート・トレックと諸共和国

第22章 ケープ，1836－1872年

第23章 イギリス領南アフリカの拡大，1872－1902年

第24章 南アフリカ達邦結成にいたるできごと

第25章 連邦とその諸問題

第26章 市民の道徳
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た
い
す
る
偏
見
を
、
当
時
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
大
学
に
い
た
一
・
S
・
シ
ャ
ペ
ラ
（
～
九
〇
五
－
二
〇
〇

庭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
年
）
の
人
類
学
研
究
に
も
と
づ
い
て
是
正
し
た
（
第
一
章
）
。
「
道
徳
的
に
優
れ
…
…
も
っ
と
も

アア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
明
化
さ
れ
た
人
々
よ
り
種
族
の
法
を
守
っ
て
い
た
」
こ
と
を
強
調
し
、
よ
り
差
別
的
で
な
い

南
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

齢
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
イ
コ
イ
ン
L
（
・
イ
・
イ
）
の
語
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
協
議
会
運
動
の
頁
と
し
て
貧
困
、

隅
　
　
　
　
　
　
　
教
育
に
つ
い
て
論
じ
・
ジ
・
ブ
．
カ
ラ
ー
・
バ
ー
を
批
判
し
た
（
第
四
・
六
－
七
島
）
・

ルゲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
同
書
に
お
い
て
も
、
主
題
は
白
人
と
の
共
通
性
に
あ
る
。
と
く
に
、
「
里
…
人
」
に
も
当

一
成

撮
　
　
　
　
　
　
　
て
は
ま
る
「
カ
ラ
ー
ド
」
（
奮
人
種
）
の
語
は
誤
り
で
、
翠
色
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
し
が
よ
り
適

ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰺

一
鋤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
切
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
。
「
褐
色
」
の
呼
称
は
ケ
ー
プ
・
オ
ラ
ン
ダ
語
／
ア
フ
リ
カ
ー
ン
ス
語

ジ
8
ひ
鷹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
由
来
し
、
オ
ラ
ン
ダ
系
と
の
混
血
を
強
く
示
唆
す
る
。
た
だ
し
、
同
書
は
そ
の
こ
と
に
は
言
及

知
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ず
、
「
南
ア
フ
リ
カ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
、
カ
ラ
ー
ド
の
人
々
は
多
く
の
場
合
部
分
的
に
イ
ギ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
人
に
由
来
し
て
お
り
、
必
然
的
に
そ
の
人
種
の
美
徳
の
い
く
ら
か
を
受
け
継
い
で
い
る
は
ず
で

　
　
　
　
　
⑳

あ
る
」
と
記
す
。
同
書
は
こ
の
よ
う
に
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
と
異
な
り
混
血
性
の
積
極
的
側
面
を
肯
定
す
る
が
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

も
多
い
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
役
割
を
重
視
す
る
一
方
で
（
第
二
、
五
章
）
。
カ
ラ
ー
ド
の
混
血
性
を
蔑
視
し
た
小
説
家
の
ミ
リ
ン
に
、
マ
ク
ミ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
同
じ
く
反
論
し
て
い
る
（
第
三
、
八
章
）
。
混
血
性
よ
り
「
重
大
だ
っ
た
の
は
進
歩
的
な
西
洋
文
明
と
の
接
触
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

化
」
で
あ
っ
た
、
と
す
る
の
も
マ
ク
ミ
ラ
ン
と
岡
様
で
あ
る
。
カ
ラ
ー
ド
は
、
「
白
人
の
ま
さ
に
た
だ
な
か
で
生
活
し
、
原
住
民
と
は
根
本
的

に
異
な
り
、
白
人
の
文
明
以
外
知
ら
ず
、
白
人
の
言
語
を
話
す
」
と
も
記
し
て
い
る
。

　
以
上
の
カ
ラ
ー
ド
の
歴
史
に
つ
い
て
、
影
響
力
を
推
し
は
か
る
こ
と
は
難
し
い
。
一
九
三
五
年
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
は
、
後
援
し
た
『
ケ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

プ
・
ア
ー
ガ
ス
』
紙
に
よ
る
と
二
、
○
○
○
人
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
」
が
参
加
し
た
が
、
カ
ラ
ー
ド
の
観
客
数
は
不
明
で
あ
る
。
教
員
養
成
大

学
の
歴
史
教
科
書
の
利
用
状
況
、
『
褐
色
の
南
ア
フ
リ
カ
蜘
の
発
行
部
数
な
ど
も
判
然
と
し
な
い
。
歴
史
の
語
り
手
が
そ
の
後
、
カ
ラ
ー
ド
・

第1章 白入以前のケープ

第2章 奴隷の到来

第3章 褐色の人々の発展

第4章 褐色の南アフリカの経済小史

第5章 褐色の南アフリカの政治小史

第6章 褐色の南アフリカの教育小史

第7章 南アフリカにおける国民の福祉

第8章 キリスト教，科学，人種
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エ
リ
ー
ト
層
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い
っ
た
の
か
も
多
様
で
あ
る
。
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
演
出
し
た
ガ
ウ
は
四
ニ
ー
四
四
年
、
A

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

P
O
議
長
を
務
め
、
歴
史
教
科
書
の
執
筆
者
の
～
人
ヴ
ィ
リ
ュ
ン
も
四
一
年
、
教
員
連
盟
議
長
と
な
っ
た
。
一
方
で
、
教
科
書
の
も
う
一
人
の

著
者
ヘ
ン
ド
リ
ク
ス
に
か
ん
し
て
、
カ
ラ
ー
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
協
議
会
幹
事
の
デ
ズ
モ
ア
の
妻
は
、
「
同
僚
に
は
カ
ラ
ー
ド
と
し
て
知
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
い
る
が
、
〔
白
人
に
同
化
す
る
こ
と
を
望
み
〕
カ
ラ
ー
ド
の
人
々
と
は
何
の
関
係
も
な
い
」
と
評
し
て
い
る
。

　
確
か
な
の
は
一
九
四
〇
年
代
以
降
、
従
来
の
カ
ラ
ー
ド
の
枠
組
み
が
政
治
の
領
域
に
お
い
て
急
速
に
色
槌
せ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
四
八

年
に
は
じ
ま
っ
た
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制
は
、
カ
ラ
ー
ド
の
カ
テ
ゴ
リ
を
分
割
す
る
。
五
〇
年
の
人
口
登
録
法
と
翌
年
の
人
口
調
査
は
、
「
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ッ
シ
ュ
マ
ン
」
、
「
ホ
ッ
テ
ン
ト
ッ
ト
」
な
ど
を
カ
ラ
ー
ド
よ
り
「
原
住
民
」
に
移
し
た
。
ま
た
、
マ
レ
ー
系
、
グ
リ
カ
を
カ
ラ
ー
ド
内
の
小
集

団
と
し
て
区
別
し
、
と
く
に
前
者
に
つ
い
て
は
「
マ
レ
ー
イ
ズ
ム
」
（
マ
レ
ー
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
の
創
出
を
図
っ
て
い
る
。
一
方
で
二
〇
世

紀
な
か
ば
に
な
る
と
、
よ
り
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
政
治
運
動
が
カ
ラ
ー
ド
の
あ
い
だ
に
広
が
っ
て
い
く
。
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
系
の
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
統

一
運
動
（
一
九
四
三
年
結
成
）
、
A
N
C
系
の
南
ア
フ
リ
カ
・
カ
ラ
ー
ド
人
民
機
構
（
五
三
年
結
成
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
う
し
た
運
動
は
内
部
の
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

違
、
対
立
も
大
き
か
っ
た
が
、
ア
フ
リ
カ
人
な
ど
と
の
連
帯
を
志
向
し
カ
ラ
ー
ド
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
否
定
的
な
点
で
は
共
通
し
て
い
た
。

最
初
期
の
例
と
し
て
は
一
九
三
五
年
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
お
い
て
、
詳
細
不
明
の
「
レ
ー
ニ
ン
・
ク
ラ
ブ
」
が
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
反
対
の
ビ
ラ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

出
演
者
と
観
客
に
配
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
一
九
二
、
三
〇
年
代
の
カ
ラ
ー
ド
の
歴
史
は
四
〇
年
代
以
降
も
長
く
影
響
を
与
え
て
い
く
。
た
と
え
ば
四
九
年
に
は
、
当
時
ケ
ー

プ
タ
ウ
ン
大
学
に
い
た
歴
史
家
の
L
・
M
・
ト
ン
プ
ソ
ン
（
一
九
一
六
－
二
〇
〇
四
年
）
が
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
ケ
ー
プ
の
カ
ラ
ー
ド
選
挙
権
隔
を

執
筆
、
問
題
の
経
緯
を
た
ど
っ
て
選
挙
権
分
離
の
動
き
を
批
判
し
た
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
カ
ラ
ー
ド
・
ヨ
ー
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ッ
パ
人
協
議
会
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し
た
南
ア
フ
リ
カ
人
種
関
係
研
究
所
が
出
版
し
、
『
ケ
ー
プ
・
カ
ラ
ー
ド
の
人
々
』
の
マ
レ
ー
も
序
文
を
寄
せ
て
い
る
。
歴
史
叙
述
の
外
に
目

を
転
じ
る
と
、
一
九
六
六
年
に
は
じ
ま
っ
た
強
制
移
住
に
よ
っ
て
、
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
の
カ
ラ
ー
ド
は
「
記
憶
の
場
」
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
・
シ
ッ

　
　
　
　
　
　
⑫

ク
ス
を
喪
失
し
た
。
ま
た
、
八
三
年
結
成
の
統
一
民
主
戦
線
は
ピ
コ
の
里
…
人
意
識
思
想
に
も
と
づ
き
、
カ
ラ
ー
ド
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
拒
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⑬

絶
を
訴
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
八
六
年
に
は
カ
ラ
ー
ド
の
教
育
者
R
・
E
・
フ
ァ
ン
・
デ
ア
・
ロ
ス
が
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
、
ジ
ー
ア
ヴ
ォ
ー
ゲ
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ル
を
参
照
し
マ
レ
ー
を
引
き
継
い
で
二
〇
世
紀
の
カ
ラ
ー
ド
の
歴
史
を
著
し
た
（
『
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
の
繁
栄
と
衰
退
幅
）
。
カ
ラ
ー
ド
の
歴
史
の
影

響
力
は
、
～
九
八
○
年
代
に
な
っ
て
も
残
る
の
で
あ
る
。
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の
エ
リ
ー
ト
層
は
自
己
の
歴
史
を
本
格
的
に
語
り
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め
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憶
な
ど
を
核
と
し
た
伝
統
的
な

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
解
体
に
対
処
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
政
権
に
よ
る
経
済
的
、
政
治
的
圧

迫
が
高
ま
る
な
か
で
、
白
人
と
の
共
通
性
の
主
張
も
一
層
重
要
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
協
議
会
運
動
と
い
う
場
を
カ
ラ
ー
ド
・
エ
リ
ー
ト

層
と
共
有
す
る
リ
ベ
ラ
ル
派
の
歴
史
家
が
～
定
の
役
割
を
担
っ
た
。
こ
う
し
た
歴
史
家
は
カ
ラ
ー
ド
の
歴
史
に
、
白
人
と
の
共
通
項
、
ア
フ
リ

カ
人
に
た
い
す
る
優
越
を
文
明
性
に
み
る
…
種
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
提
供
し
た
。
リ
ベ
ラ
ル
派
は
、
自
負
し
て
い
た
よ
う
に
「
全
て
の
人
種
に

公
正
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
。
「
文
明
標
準
」
の
時
代
に
相
応
し
く
、
文
明
性
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
性
、
イ
ギ
リ
ス
性
を
基
準
と
し
て
南
ア
フ
リ
カ

の
諸
「
民
族
」
の
評
価
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
二
、
三
〇
年
代
は
カ
ラ
ー
ド
・
エ
リ
ー
ト
層
に
よ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
明
確
化
の
時

代
で
あ
る
と
と
も
に
、
リ
ベ
ラ
ル
派
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
関
与
が
強
ま
っ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。

　
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
が
終
わ
っ
た
今
日
も
、
カ
ラ
ー
ド
に
よ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
模
索
は
つ
づ
い
て
い
る
。
サ
ン
、
コ
イ
コ
イ
、
グ
リ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

な
ど
は
先
住
性
、
マ
レ
ー
系
は
イ
ス
ラ
ー
ム
性
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
で
、
こ
う
し
た
性
格
を
主
張
し
な
い
人
々
は
一
九
九
六
年
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

二
一
月
一
日
運
動
を
結
成
、
奴
隷
時
代
の
記
憶
を
再
生
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
白
人
政
党
に
協
力
し
て
A
N
C
の
ア
フ
リ
カ
ン
・
ナ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ヨ
ナ
リ
ズ
ム
と
対
抗
す
る
動
き
も
目
立
つ
。
九
四
年
の
初
の
全
人
種
選
挙
で
は
、
カ
ラ
ー
ド
の
多
く
が
国
民
党
に
投
票
し
た
。
し
か
し
、
九
〇

年
代
末
よ
り
同
党
が
解
体
に
向
か
う
と
、
往
年
の
南
ア
フ
リ
カ
党
の
系
譜
を
継
ぐ
民
主
同
盟
が
カ
ラ
ー
ド
の
圧
倒
的
多
数
の
支
持
を
集
め
、
西

ケ
ー
プ
州
議
会
の
与
党
と
な
っ
て
い
㎏
・
更
に
・
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
大
学
の
カ
ラ
ー
ド
の
歴
史
家
が
二
〇
〇
四
年
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
多
文
化
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
カ
ラ
ー
ド
の
親
英
性
を
肯
定
的
に
評
価
す
る
帝
国
史
を
著
し
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
以
上
の
現
状
は
、
民
族
・
人
種
研
究
の
流
行
が
過
去

の
も
の
と
な
っ
て
も
な
お
、
問
題
の
起
源
と
し
て
の
一
九
二
、
三
〇
年
代
に
か
ん
す
る
分
析
を
ま
す
ま
す
必
要
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
稿

は
そ
の
概
観
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
精
査
は
次
稿
の
課
題
と
し
た
い
。

①
≦
買
置
き
α
譲
。
a
Φ
戸
．
O
。
二
日
Φ
ヨ
。
鑓
瓜
お
、
ω
唇
震
①
ω
ω
口
口
㎎
雲
客
貯
く
。
鐵
鼠

　
0
8
ω
ω
す
く
Φ
蔓
．
噛
ロ
P
卜
⊃
O
り
b
這
山
一
9
竃
．
図
ロ
一
け
2
ρ
、
O
o
臨
9
0
鑓
甑
。
戸
》
ω
臨
窪
出
餌
－

口
8
碧
餌
O
o
簿
Φ
ω
3
口
8
”
じ
弓
田
Φ
鎖
貯
σ
q
O
o
器
畔
蓉
鉱
8
ω
o
団
O
o
δ
貫
Φ
創
冠
窪
葺
《

ぎ
℃
8
学
〉
ロ
輿
昏
①
置
ω
0
9
げ
》
ゆ
ざ
鋤
、
マ
ぎ
〉
α
謀
貯
巽
押
し
口
～
餐
§
篭
帖
真
直
P
お
一
山
卜
⊃
介

104 （104）



　
じ
d
①
ω
什
①
戸
、
、
．
≦
Φ
　
諺
叶
Φ
　
陣
げ
①
　
○
ユ
臓
コ
巴
　
H
ロ
ず
曽
σ
出
自
虜
　
O
h
　
↓
冨
ω
　
い
窪
創
．
．
．
．
O
O
．

　
｝
ω
Φ
1
同
㎝
O
．

②
≦
鉾
島
四
巳
妻
〇
三
①
戸
．
O
o
B
塁
Φ
ヨ
。
B
署
員
α
q
■
ω
二
三
①
ω
ω
冒
瞬
き
住
貯
く
昆
貯
α
q

　
O
8
Φ
ω
冨
く
Φ
蔓
．
噂
℃
℃
．
卜
。
届
－
卜
∂
δ
．
同
運
動
の
結
成
に
は
｝
九
入
六
年
、
二
〇
世
紀

　
の
カ
ラ
ー
ド
の
歴
史
を
著
し
た
フ
ァ
ン
・
デ
ア
・
ロ
ス
も
か
か
わ
っ
て
い
る
。

　
力
貿
潔
Φ
同
ρ
．
O
O
＝
鋤
ぴ
O
「
臼
コ
鳳
O
戸
〉
ω
ω
幽
ヨ
＝
曽
甑
O
鄭
磐
偏
O
O
嵩
汁
①
ω
叶
節
自
O
コ
．
・
P
一
一
〇
◎
「

③
2
δ
ヨ
①
ρ
．
客
。
亭
寄
。
巨
露
量
。
旺
ω
Φ
。
。
霞
山
〉
眺
鼻
磐
震
餌
巳
○
。
δ
罎
Φ
α

　
H
α
O
麟
口
試
①
ω
．
’
O
P
N
N
O
－
b
⊃
b
⊃
⊆
n
．

④
　
b
ヴ
Φ
ω
叶
Φ
戸
．
．
．
≦
①
〉
「
Φ
什
ず
①
○
嵩
ゆ
q
一
目
艶
H
5
ロ
帥
げ
需
麟
ユ
賢
お
O
囲
↓
露
ω
い
磐
鳥
．
．
．
．
O
．
一
窃
ρ

⑤
じ
d
．
羅
。
。
。
。
。
固
し
口
識
§
ミ
面
繋
愚
譜
～
さ
ミ
嵩
唄
織
し
ロ
ミ
導
き
、
ミ
（
ω
ぎ
鼠

　
卜
。
0
9
）
．

（
新
潟
大
学
人
文
社
会
・
教
育
科
学
系
准
教
授
）

一九二、三〇年代南アフリカのカラード（堀内）

（105）105



　　　　　　　　　　　　　　　Assimilation　and　Alienation：

　　　　　The　Yao－Zhuang狢獲of　Guangxi　Province　during

the　Ming　Period　and　the　Cen　X一　Family　the　Chieftain　Official

by

YAMAZAKI　Takeshi

　　During　Ming　aRd　Qing　times，　there　lived　a　group　of　people　called　Yao－

Zliuang’狢獲，　also　kRowR　as　the　Yao　and　Zhuαng，　in　the　mountain　districts　of　the

Huanan　area．　They　were　sornetimes　taken　by　the　government　officials　as

barbarous　aliens，　who　threatened　the　social　stability　of　the　region，　but　at　tke

same　time　they　had　quite　c｝ose　re｝ationships　with　Han　society，　living　as　peasaRt－

workers　for　Han　land　owners．　ln　coRtrast　there　was　another　group　of　people

calied　Tu－ren土人，　the　people　of　the　land　or　natives，　whose　communities　were

spread　through　the　counties　and　prefectures　of　western　Guangxi　Province．

Speaking　a　language　belonging　to　the　Tai－Kadal　family　and　ruled　by　local

ch三eftains，　called㎏καπ弟宮or納豆土司，who　were　graRted　the　right　to　inherit

certain　official　titles　by　the　central　government，　the　Tu－ren　were　regarded　as　a

specific　ethnic　group　that　differed　from　both　£he　HaR　and　the　Yao－Zhuang．　On

the　other　hand，　the　Lang狼people，　who　were　organized　as　soldiers　under　the

tuguan，　were　very　slmiiar　to　the　Yao－Zhuang　and　vlrtually　ideRtical　to　the　Tu－

ren．　As　is　demonstrated　in　this　article，　the　compiex　relationships　among

ambiguously　delineated　and　overlapping　ethnic　groups　such　as　the　Yao，　Zltuang，

Han，　Tu　and　Lang，　were　much　more　complicated　than　the　simpiified　ethRic

demarcations　of　teday　would　suggest．

South　African　Coloured　ldentity　in　the　1920s　and　1930s

by

HORIUC｝II　Takayuki

　　In　South　Africa，　the　word　“Coloured”　refers　to　indigenous　people，

emaRcipated　slaves，　and　“mixed”　iBhabitaRts　in　and　around　Cape　Town，　whlle　in
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other　countries　it　is　a　general　£erir｝　used　．for　the　black　population．　This　article

exp｝ores　the　South　African　Colottred　identity．　in　the　192es　and　193es．

　　ln　niReteenth－century　Cape　Colony，　the　British　opposed　the　Dutch　in

cooperation　with　non－Europeans，　who，　in　turn，　acquired　electoral　votes　by

col｝aborating　with　the　Britisk　gowever，　the　non－Europeans　faced　more

discriminatioR　in　the　late　nineteenth　ceRtury，　when　tke　Europeans　became

more　culturaliy　integrated．　ln　response　to　such　racism，　black　elites　in　and

around　Cape　Town　founded　the　AfricaR　Po｝itical　Organization　ln　1902．　Even

after　the　ttnification　of　Seuth　Africa　in　1910，　the　APO　continued　to　support　the

British　parties　with　the　aim　of　defendiRg　their　political　rights．　Furthermore，

they　ca難ed出emselves‘℃oloureds，”a紅d　emphasize戯hat　they　were　supey三〇r　to

the　“natives”　because　they　were　racially　c｝oser　to　the　British　（in　the　first　two

decades　of　the　twentieth　century　maRy　of　them　hoped　to　“pass　for　white”）．

　　In　1931，　under　the　ecoRomic　and　political　oppression　by　the　Afrikaner

natioRalist　governmeRt，　the　Coloured　elites　established　the　Coloured－European

Council　along　with　the　anti－Afrikaner　British　intellectuais　in　Cape　Town．

Confronted　with　the　problem　of　assimilation，　these　elites　tried　to　construct　their

identity　by　narratiflg　their　own　history．　A　historical　pageaRt　£o　commemorate

the　centenary　of　the　emancipation　was　led　by　Reverend　Francis　Gow　in　1935　；　a

history　textbook　was　written　in　1936　by　Dorothy　ffendricks　and　ChristiaR

Viljoen　for　Coloured　training　colleges；　and　Christian　Ziervogel　wrote　Brown

South　Africa　（1938），　tke　first　self－narrative　of　Coloured　history．　ln　the　face　of

government　persecution，　it　became　more　importaBt　for　them　to　assert　that　they

had　much　in　commoR　with　white　people．

　　Two　British　iiberal　historians　played　a　vital　role　iR　tkis　regard：　William

Miller　MacMillan，　professor　of　the　URiversity　of　Witwa£ersrand　and　chairman

of　the　European－African　Council　in　Johannesburg，　sister　organization　of　the

Coloured－European　CouRcil，　and　Johannes　Stephanus　Marais，　who　lectured　at

the　University　of　Cape　Town　aRd　participated　in　the　Coloured－European

CouRciL　They　argued　that　Coioured　people　were　civilized　and　therefore

superlor　to　Africans．　Mact7V［illan’s　The　CaPe　Colour　Question　（1927）　and　Marai’s

The　CaPe　Coloured　PeoPle　1652－1937（1939）　exerted　great　influence　on

contemporary　and　future　historical　narratives．
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